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　夕方に営業部内全員に配信されたメールを見て、円香まどかは大きなため息を吐いた。

　何度も内容を確かめたが、メールには自分ではなく、あの男の名前が記載されていることは確かだった。

　大型新規プロジェクトの担当が決まったのだ。

　今回もまた、芝崎しばさき敦人あつとが担当することになったらしい。

「……なんでいつもあいつなの」

　円香は思わずひとりごちた。大声で叫びたいのを我慢した結果だ。

　周りを見渡すと、同じくメールを見たばかりであろう人たちの反応が見えた。みんな、納得しているようにうなずいたり、やっぱりねと隣同士で声を掛け合っていたりしている。営業企画部のエースである敦人が、みんなから信頼されている証拠だ。悔しがっているのもきっと円香しかいないだろう。誰か心の底では同じ気持ちなのではないかと疑いたくなるほどだ。

　当の本人は外出しているので、顔を見なくて済むのはまだ救いだった。

　円香は大手玩具メーカーに新卒で入社し、遊ぶ人が喜んでくれるような大きなプロジェクトを成し遂げたいという夢のためにがんばってきた。けれどいつも同期の敦人が目立ち、仕事を持っていってしまう。それでも負けないようにがんばってきたが、またしても大きなプロジェクトの担当者が敦人だと発表され、崖から突き落とされた気分だった。女性はどんどん異動や退職をしていき、男性ばかりの中で負けずに走り回ってきただけあって、成績も悪くない。

　なのに大型プロジェクトは任されたことがなかった。

　でも敦人はこれで二本目だ。仕事ができるとはいえさすがに挫けてしまいそうだ。

　なんとか自分の仕事をこなすが、もやもやとしたものが心の中に溜まっていく。正直なところ、悔しくてたまらない。

　今すぐこの鬱憤を吐き出したくなって、円香は定時になった瞬間に席を立った。

「飲みに行きませんか！」

　円香がデスクの周りの人に声をかけると、「月曜からは無理かな」「まだ残業～」と声が飛び交う。

「……ですよね」

　わかっていたことだ。みんなが忙しいことも知っているし、円香だってまだ仕事は残っている。でも今日はどうしてもお酒を飲みたい気分だった。毎日残業をしているのだから今日くらいは、と仕事は明日にまわすとして、帰り支度をしながら友人にメッセージを送るも、まだ返事はない。もうこの際一人でもいい。今日はとにかく飲んで発散しようと心に決めた。

　――でも本当は、誰かと飲んで話がしたい。

「お先に失礼します！」

　とにかく外に出てから考えようと、オフィスを出たところで、スーツ姿の人が入ってくるところに遭遇する。

「倉橋なんでそんな急いでんの」

「一緒に飲み行く人を探してて――」

　顔を上げると、今一番見たくない顔がそこにあった。

「……ってなんで芝崎がいるの？　外回りじゃなかったっけ」

　芝崎は今日一日外回りで、直帰すると思い込んでいた。嫌な顔を見てしまったと、思わず言葉に棘が混ざる。

「今帰ってきたとこ」

「あっそう。お疲れさま～」

　円香はするりと腕を引いて、何事もなかったように足を進めようとした。

「倉橋くらはし、書類置いてくから待ってて」

　けれど芝崎の声に引き留められる。

「……なんで？」

「飲みに行く人探してるんだろ？」

「そんなこと言ったっけ」

　このまましらを切って帰ってしまおうと思っていたのに、敦人はしっかりと先ほどのことを記憶しているようだ。

「俺と飲み行こ」

「えっいいよ！　ほら、芝崎忙しいでしょ？」

　一緒に飲む人を探しているだけで誰も敦人と飲みに行きたいとは言っていない。むしろ芝崎の文句を言いたいための飲み会なのに彼が居たら困る。

「ちょうどいいじゃん、俺も飲みたい気分だったし」

「で、でも」

「いいから、待ってろ」

「……えーっと……はい」

　さすがに敦人の文句を言いたいから、と本人を前にして言えずに、多少強引な敦人に流されるまま円香はうなずいてしまった。






　オフィスの外で待っていると、敦人はすぐに戻ってきた。一緒にエレベーターに乗って、ビルを出る。同期だけれど、彼と二人で飲むことはなかった。同期だからといってみんな仲が良いわけではないし、円香は最初から彼をライバル視していたので積極的にコミュニケーションをとることもなかった。

　今まさに、敦人に対しての愚痴を吐き出したいはずなのに、なぜか彼と飲みに行くことになってしまった。どうにか回避することはできないかと考えたが、敦人相手ではダメな理由が理由だけに言い出しづらかった。

　適当に探したお店に着く頃には、どうせなら敦人本人と話をして、いろいろと聞き出して弱点の一つでも掴んでやろうと決めた。










「おい、ピッチ早い」

「ねえ、なんで私じゃなくて芝崎だと思う？」

　円香はジョッキをドンとテーブルに置いて、敦人に問い質ただす。座敷の正面にあぐらをかいて座る敦人は呆れ顔で円香を見つめる。

「……いや俺に聞かれても。本人だし」

　月曜日だというのに居酒屋は騒がしく混雑している。テーブル席はすでに埋まっていて、座敷一室しか残っていなかった。円香は自棄になってビールの二杯目を飲み終え、三杯目を注文したところだ。最初は何を聞き出してやろうかと考えていたのに、お酒を飲むごとにぼやきが増えて、今となっては本人を前に敦人のことを愚痴っている。

「なんでいっつもあんたなのよ～」

　円香はテーブルに突っ伏した。

　――いつもいつも。

　敦人が仕事ができることは、同期としてずっと見てきたからわかっている。トーク力があり人を引き込む力を持っている。その上仕事の受注率は一番高いので部長やさらにその上司からの信頼も厚い。

　それはわかってる。わかっているけど――。

「あの企画のことか……。まあ、俺のほうがうまくやってるからじゃないか？」

　カチンときた。

　来たばかりの三杯目のビールをごくごくと飲み、音を立ててジョッキを置く。

「そうですかー。自分はできるって言いたいんですねー。で、どういうところがうまくやってるって？」

「めんどくさ……他の奴らも誘えばよかった……」

　敦人はさすがに円香に呆れて自棄になっているのか、ビールをがぶ飲みして追加を注文した。

「月曜飲みに乗ってくれる人なんて暇人くらいしかいないよ」

「じゃあお前はどうなんだ……ていうか俺も別に暇ではないんですけど。お前が飲みたいって言うから」

「芝崎と飲みたいなんて言ってないし！　でも芝崎彼女いないでしょ。どうせ趣味も仕事なんじゃないの？」

　円香はとにかく心がやさぐれていた。だから、目の前にいるとわかっていても敦人の弱点を見つけたかった。なんでもそつなくこなす敦人をどうにかして負かしたい。

「彼女がいないのは事実だけど、趣味が仕事なわけないだろ」

「やっぱり彼女いないんだ」

「……。お前も絶対いないだろ」

「別に顔悪くないのに彼女いないってことは、ワケアリとか？」

「聞けよ……ていうか絡み酒やめろ」

　敦人は大きなため息を吐いた。

「キスとか下手そうだもんねー自分本位っぽいし」

　うんうんと一人でうなずきながら円香はお刺身をぱくりと食べる。本人を目の前に言いたいことを発散したおかげか、少し冷静になってきた。けれどいつの間にかお酒が回ってきていたらしく、頭がぼんやりとしている。円香はお酒が強いわけではない。勢いのまま飲んでいたので、今になって飲みすぎたと自覚した。

　敦人は黙り込み、円香は彼を言い負かすことができただろうかと期待する。ぼんやりしながらも視線を向けると、彼は真剣な表情をしていた。

「なら試してみるか？」

「え？　……んっ」

　おもむろに、敦人はテーブルから身を乗り出し手を伸ばしてくる。頭の後ろに手が回り、円香の顔を引き寄せた。勢いのまま唇がぶつかったと思えば、次にねっとりと唇を舐り、舌先が唇をこじ開ける。

「んんぅ！」

　円香は突然のキスに身を引こうとしたが、敦人の手は頭を引き寄せたまま離さない。彼は怒っている、と円香は咄嗟に感じた。

「ちょ、やっ……なにすんの」

　唇が離れた瞬間に声を出す。思わず唇を拭っていた。
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「バカにするからだろ」

　敦人の声は低く、明らかに怒っている。

　いつも笑顔で営業をしている彼の怒った顔を見るのは初めてだった。円香は突然のことに呆然としていると、敦人は円香の隣に移動してきて、壁際まで追いつめてくる。個室だからってなにをしてもいいわけではないけれど、誰にも見られることがないので敦人も遠慮がないようだった。

「や、やめてよ」

　抵抗しようとするが、すぐにキスに飲み込まれてしまう。

「ん、んーっ」

　敦人の胸を叩いても彼はびくともしない。その間に敦人の舌先は円香の唇をこじあけ、咥内を丁寧に舐めまわしてくる。壁際に追いつめられたまま深く唇を重ねていると、抵抗する力が徐々に抜けていってしまう。それどころか敦人のキスは巧みで、気づくとどんどん夢中になっていた。ぬるりとした生温かい舌が円香の舌を絡めとり、吸い上げる。優しい動きなのに激しく求められているような錯覚をして、眩暈がした。

　円香の頭の中はキスに酔いしれふわふわとしていて、思わず敦人のスーツをぎゅっと掴んでいた。

　こんなに気持ちがいいキスをするのは初めてだ。

　でも、あの敦人のキスがこれほど気持ちいいはずがない、お酒に酔っているせいに決まっている。






「ん……っ」

　我慢し切れなくなった円香の口から甘い声が洩れる。

　余韻を残したまま唇が離れていくと、円香は涙目になりながらぼんやりと敦人を見つめていた。

「……やけに気持ちよさそうな顔してるけど」

「……し、してない」

「あっそ」

　さらに敦人の怒りを刺激したのか、再び唇を塞がれ、先ほどよりも激しく貪られる。

「んんぅ」

　咥内を蹂躙する舌に円香は翻弄され、身体はもうすっかり力が入らない。小さく声を洩らしながら受け入れるだけだった。激しいくせにやさしい舌の動きは円香をとろけさせていく。頭がぼーっとして、まともに思考が働かない。

「ん……もっと、して」

「っ！」

　円香はうっとりとしながら敦人を見上げ、首に手を回した。今までしてきたキスの中で一番気持ちがいい。相手は大嫌いな同期だというのに、そんなことどうでもよくなるくらいに頭がとろけそうだ。

「……いいよ。移動しよう」

　敦人の腕が円香の手を掴んだ。

　大嫌いだったはずの同期にどうしてキスをされたのか。どうしてもっとしてほしいのか、考えている余裕のないまま、円香はその手に導かれるように身体が動いていた。










「ん、んぅ……」

　ベッドで敦人に覆いかぶさられながら、長い時間キスばかりしていた。ぼーっとしたまま入ったこの部屋は誰の部屋かわからない。ただ、ベッドがふかふかして気持ちがいいと思っていたら、敦人が覆いかぶさってきた。

「気持ちいいだろ？」

　やけに自信満々な表情に、円香は些細な抵抗をする。

「ん……こ、こんなの全然気持ちよくない」

「……ならやめるけど」

「え」

　それはいやだ、と素直な感想が心の中で浮かんだ。でもそう伝えるのは癪しゃくだった。

「気持ちよくないから、もっとしてみてよ」

「……お前なあ」

　敦人は呆れて息を吐くが、離れはしなかった。円香の頬をしっかり固定して、唇を落とす。ちゅ、と優しくふれては離れていく。焦れったくなり円香は敦人の唇をぺろりと舐めた。

「やっぱ俺のキス好きなんじゃん」

「……ん……好き……」

「急に素直だな」

　敦人はくすりと笑い、深く唇が重なる。

「じゃあ毎日してやるよ」

　舌を絡めながら、敦人の手が円香の胸にふれた。胸を覆う手がゆっくりと動く。

「約束な」

「う、ん……」

　ぼーっとしたままなんとなくうなずくと、胸のふくらみを撫でていた手に力が入る。手が動くたびに胸は形を変えていく。ぞわぞわとした感覚が円香を襲った。

「ん、ぅ」

「……倉橋、感じてる時そういう声なんだな」

　見上げた敦人はどこかうれしそうだった。

「可愛い。クセになりそー」

「ん、ん」

　恥ずかしがる暇もなく、敦人はキスをしながら丁寧に円香の服を脱がしていく。キスだけではなくその先もするとなるとさすがにまずい、と頭の隅で思いながらのお酒の力か、キスの力か、ぼんやりと思考のまま受け入れていた。もう少しこの気持ちよさを味わっていたい。

「……抵抗しないんだな。酔ってるのか」

「ん、ぅ」

　パンツスーツも脱がされて下着姿になると、敦人の手は円香の肌に直接ふれる。思ったよりも高い温度の手がふれるたびに、びくりと身体が震えた。その手が全身を撫でるようにしてから、胸のふくらみを撫でる。久しぶりに感じた人の温もりに円香は心地よさを感じていた。

「もっと、キスして」

　ねだるように甘えた口調が、自分のそれではないように思えた。

「っ、いつもの倉橋と違いすぎんだろ」

　そう言いながら、敦人の唇が覆いかぶさってくる。敦人とのキスは気持ちがよくて、すぐに力が抜けていく。熱い手が胸を撫で、腰を撫で、下腹部を撫でる。内腿の間を焦らすように動いたあと、身体の中心にそっとふれた。

「んっ」

　ぴくりと円香の身体が反応を示す。熱い息が洩れ、その間も敦人の指は秘部にまでふれる。下着の上からでもしっかりと敦人の手の感覚が伝わってきた。唇がふれ合ったまま秘部をこすられると、じわりと潤っていくのが自分でもわかった。

　恥ずかしくなってもぞもぞと腰を動かすけれど、敦人の手が追いかけてくる。

「ふぁ、ぁ……」

　長いキスが終わり、唇が離れていく。見上げる敦人の目に熱がこもっていた。秘部の割れ目をなぞっていた指先は、下着をずらし直接そこにふれる。そうして、ぬるぬるとした蜜を指に絡めながら、中へと入ってくる。

「んぅ……」

「中もすごい熱い」

「ん、あ」

　円香は自然と腰をくねらせていた。指が入っているだけなのに気持ちがいい。こういう行為が久しぶりだからだろうか。

「……えろ」

　中に入った指が、内側の壁をこする。すると指先の刺激に、円香の腰が高く反る。激しい動きではなくゆったりとした動きなのに円香が感じる場所を探り、特に反応したところを的確に攻めてくる。

「ここ、いい？」

「ん、あ……だめ」

　気持ちよすぎてどうにかなってしまいそうだ。中をかき混ぜる指に内側手前の壁をぐっと押されるだけで目の奥に光が走る。敦人は円香をじっと見下ろしながらゆっくりとした刺激を与え続ける。

　中を刺激しながら、親指で花芯を優しく撫でられる。

　敏感になっている身体は、すぐに絶頂を迎えた。

「んんぅ――っ！」

　円香はぴくぴくと身体を痙攣させた後に、くたりとベッドに身を預けた。気持ちがよくてとろんとした思考はすぐに落ちていく。

「……倉橋、俺もう……」

　乱れた円香の姿を熱い視線で見つめながら、敦人はベルトを外した。窮屈になっている下腹部をくつろげている間に、円香の意識は次第に深いところへ落ちていく。

「はぁ……最悪」

　薄れゆく意識の中で、大きなため息とともに敦人の声が聞こえたような気がした。










「……ん……？」

　いつもとは違うアラーム音に、円香は目を覚ました。起き上がると、自分の部屋ではないことは明らかだった。じっくりと辺りを見回しているとベッドやサイドテーブル、ドレッサーから、ここがホテルの一室だろうと見当がついた。なにがあったのかと昨日のことを思い返していると、円香の隣でもぞもぞと動くものがあった。

「っ！　……え」

「……んーおはよ」

　起き上がっている円香を眩しそうに見上げたのは、敦人だ。円香は自分の身になにが起こっているのか理解できずに呆然とした。

「……なんで芝崎が」

　昨日確かに敦人と飲みに行った。でも途中から記憶が抜け落ちている。飲みながら円香が文句を言っていると敦人が怒った顔をしたところまではなんとなく覚えている。けれどどうやってここまで来たのかは覚えていない。相当酔っていたんだろうけれど、まさか敦人とホテルに泊まることになるとは。

　円香はハッとして自分の身体に視線を落とす。裸ではない。服は脱いでいるがかろうじてキャミソールは着たままだ。ブラジャーもつけている。下腹部に違和感も……ないような気がする。いや、そう思いたいだけかもしれない。いい大人がホテルに来ておいてなにもない可能性は低い。でもただ酔いすぎて介抱してくれただけかもしれないし……と数秒の間に考えた。

「なにも覚えてませんって顔だな」

「う、うん」

　敦人も起き上がり、じっとりとした視線を向けられる。敦人は上半身が裸だった。鍛えられて引き締まった身体を見てしまい慌てて目をそらした。

「ったく、酔っ払いが」

「ん」

　さらりとキスをしながら敦人はベッドから降りる。

「な、なにして……」

　床に落ちていたシャツを広い、羽織る敦人を呆然と見ていた。敦人の下半身は服を着たままだったので、なんとなくほっとした。

「会社行くぞ」

「え、あっ！」

　そうだ、月曜日から飲んでしまったんだ、と思い出し、慌てて時計を確認しようと部屋をきょろきょろと見回す。ベッド脇にあった時計を見つけ確認すると、まだ朝の５時だった。とはいえこれから家に帰ってシャワーを浴びて着替えていたらなかなかにギリギリだろう。

「まだ余裕あるから大丈夫だろ」

「ちょ、ちょっと待って」

　さっさと支度を済ませる敦人を追いかけるようにベッドから出た。

「……？」

　円香は急に下半身に寒さを感じた。自分の姿を見下ろすと、スーツパンツを脱いでいて下着姿になっていた。

「っ、やだ！」

　隠れるように慌ててベッドに戻る。が、敦人は後ろを向いたままだったので再びベッドから降りてスーツパンツを探した。こんなに服が乱れてベッドの下に落ちているなんて、なにかあったと思わずにはいられない。

「タクシー呼んどくから準備しておけよ」

「あ、ありがとう」

　都会の街中ならタクシーはすぐに来るはずだろう。何があったのかは今度確認するとして、円香はまず急いで服を着た。










「おはようございます！」

「お～ギリギリ」

　会社に到着するなり、みんながおもしろがりながら円香を見た。

「すみません……」

　タクシーで帰り急いでシャワーを浴び、着替えと普段通りのメイクをしていたら会社に遅刻しそうになり、最寄り駅からは走った。到着する頃にはもうへとへとだった。

「昨日飲み過ぎたのか～？」

「はは……」

　飲み過ぎたということをすっかり忘れてしまうほど、朝は衝撃的なことが起こっていた。誰かに聞いてほしくてたまらないけれど、もちろん誰にも言うことはできない。

「芝崎は朝一で会議だって」

　敦人の名前を聞いて反射的にドキリとする。急に敦人の名前が出てきて、円香は昨夜のことが知られてしまったんじゃないかと焦るけれど、ただ彼が今、注目の的なだけだった。

「ああ、例のプロジェクトで、ですか？」

「すげーなー芝崎さん」

　後輩たちは円香のように悔しがることはなくただ羨望のまなざしを向けていた。

「……」

　みんなからの信頼が厚い敦人が、大型案件を担当するとなると「彼なら大丈夫だ」という安心感と、「やっぱり彼が選ばれる」という尊敬、そういった感情を周囲が抱く。仕事はできると知っているので気持ちはわかるが、一晩経っても円香にはやっぱり悔しさは残っている。

　いま円香にできることは気持ちを切り替え、自分の抱えている仕事を精一杯にこなすことだ。円香はパソコンを立ち上げ、まずメールチェックを始めた。






「……はい、はい。失礼致します」

　円香は取引先への訪問日時を決めて、電話を切った。パソコンのスケジュールと、手帳に予定を入れた。

　営業の仕事は、取引先への訪問と、新たな契約の受注。たまに契約書の作成もしたりする。玩具メーカーの主な取引先はデパートや大型商業施設だ。イベントなどでも自社商品を売り込んだりして、幅広い。どこへ売り出していくかはもう戦略となっていくので上司の指示を仰ぐことも多い。

　円香は一応敦人の次に受注数を稼いではいる。けれどやはり大型プロジェクトには負ける。どうすれば彼に追いつけるのかと考えてもなかなか答えは出なかった。

　普段は外回りも多いのだが、今日は珍しく予定がない。なので、事務作業やクライアントへ提出する資料作りなどをしていた。

　午後になる頃、敦人がパソコンを持ってオフィスに戻ってくる。朝一から会議だったらしいが、こんな時間まで会議をしていたのだとしたら大変そうだ。敦人はデスクに座らずに、円香の隣に立ち、小さな声で話しかけてくる。

「おはよ。遅刻しなかったか？」

「……してないし……」

　こんな会話も、昨日まではしたことがなかった。今まで仕事上のことでしか会話をしたことがなく決して仲がいいとは言えない関係だったので、あれだけのことで一気に距離が縮まったようで戸惑う。円香は誰かに会話を聞かれるのではないかとそわそわしながらも、平静を装いながら会話を続けた。

「倉橋、昨日言ってた約束、覚えてるか？」

「……」

　――約束？

　まだあの夜なにがあったのかもわかっていないのに、さらに敦人から謎の言葉が出てくる。敦人と約束をした覚えはなかった。

「まさかそれすらも覚えてないとか言うんじゃ」

「お、覚えてる！　覚えてるに決まってるじゃん」

　なんのことだかさっぱり忘れてしまったが、じっとりとした視線を向けられて思わずうなずいていた。

「……あっそ。じゃああとでな」

「？　うん」

　円香がうなずくと敦人は満足そうにして、背を向けた。

「打ち合わせで外出してきまーす」

　会議が終わったばかりだというのに次は外で打ち合わせ。今までで一番忙しいんじゃないだろうか。敦人の背中を眺めながら、あとでなにかあるのだろうか。そもそも「約束」ってなんだっけ、と円香は考えるが、まったく思い出すことができなかった。






　昨日は月曜日なのに飲みに行ってしまったせいで、仕事が山積みだった。しかも、飲んで愚痴ってすっきりしているならともかく、敦人とのことがあり、仕事とは別のところでもやもやとしたものが積もっていくばかりだ。そのせいで仕事に集中できず、悪循環だ。敦人といったいなにがあったのか、はっきりさせたい。さすがに最後までしたということはない……と思いたい。

「んーっ」

　残業中に大きく伸びをした。

　定時を過ぎてもう２時間が経過していた。昨日定時で退勤したので、昨日残っていた仕事と今日の分の仕事を片付けていると遅くなってしまったが、いつもはここまで残業をするほどではない。さすがにずっとパソコンと向き合っているのは身体が強張る。立ち上がり、オフィス内にあるリフレッシュルームへ向かった。

　リフレッシュルームはいつでも利用できる休憩場所で、パーテーションで簡易的に区切られ、自販機やコーヒーサーバーが設置してある。座って休むというよりも、高めのテーブルがあって一息つく、という程度のものだ。忙しくてなかなか利用することもないが、一人で残業していたりするとゆったりできてたまに利用していた。スペースは窓際にあることもあり、大きな窓から外の景色を眺められるのもいいリフレッシュになる。社内にはすでに人はまばらだが、この場所で休憩すると気持ちを切り替えられるので気に入っていた。

「お疲れ」

　一息ついてコーヒーを飲んでいると、外出から戻ってきたであろう敦人もコーヒーを手に、リフレッシュルームに顔を出した。リフレッシュルームに二人きりになってしまって胸がざわつく。思わず周りを見回して誰もいないことを確認した。やましいことがあるわけではないが昨日のこともあり、意識せざるを得なかった。

「芝崎……直帰じゃなかったんだ。打合せどうだった？」

「んー。疲れた」

　自然と一緒に休憩していた。

「だから補給させて」

「え」

　円香の持っていたコーヒーを取り上げ、テーブルに置く。次の瞬間、腰を引き寄せられたかと思うと、唇が重なっていた。

「んんぅ」

　ぬるりと舌が咥内に入ってきて、舌を絡めとられる。昨日の夜、敦人とキスをしたことを思い出した。気持ちがよくてすぐにうっとりしてしまって、もっと欲しいと思ってしまったことも。

「ちょっと！　なにするのっ」

　円香は突然のことに敦人の胸を押し返すと、彼はすんなりと離れていく。

「約束じゃん」

「……え」

　――約束ってなにが？　聞きたいのに、一度覚えていると言ったからには素直に聞くことができなくなっていた。

「て、ていうかここ会社だしっ」

「大丈夫だって。ちょっとくらい」

「ちょっと、ん……っ」

　腰に手を回され顎を掴まれ、さらに密着する。唇が深く交わりまた咥内を舐られる。敦人の舌が円香の口の中で自由に動き回る。円香は経験が多いわけではないけれどそれなりにはあるはずだ。なのに、今までしたどのキスよりも一番気持ちがよかった。彼女もいないみたいだしキスも自分本位なのだろうと思っていたのに、あっさりと気持ちよくなってしまっている自分に嫌気が差した。

　敦人に負けたくないのに。

「……は、ぁ……」

　激しいキスが離れ呼吸を整える。

　聞きたいことはたくさんあった。昨夜なにがあったのか、約束とはなんなのか。でも敦人とキスをすると忘れてしまいそうになる。

「……倉橋、今仕事量多いか？」

「え……芝崎ほどじゃないけど……普通くらい？」

「そうか。ならよかった」

「なにが？」

　敦人は答えることなく、飲み終わったコーヒーカップをゴミ箱に捨てた。

「じゃああとひと頑張りしてくるわ。お前も無理すんなよ」

「ちょっと……」

　あんなに大嫌いだった同期なのに、たった一日でこんなにも関係性が変わってしまった。円香は悔しいと思いながらも、コーヒー味のキスの余韻に浸っていた。






　それから円香は、社内で敦人を見かけると身構えてしまうようになっていた。彼は社内であっても周囲に人がいないのがわかるとキスをしてくる。ほぼ毎日、彼とキスをしているのではないかと思うくらいだ。恋人でもないのにこんな関係はおかしいと、避けなければいけないと思いながらも、敦人にキスをされるとどうでもよくなってしまう。






　今日最後の仕事を片付け、時計を確認すると、定時から10分経っただけだった。今日はもう帰れそうだ。そういえば今日は敦人を一度も見かけていないな、と考えていた。

「倉橋さん」

　部長に名前を呼ばれた瞬間、嫌な予感がした。円香は渋々立ち上がり、部長のデスクの前に立つ。

「この契約書作成頼むよ。事務さんが帰っちゃったからさ。明日の朝まででいいから」

「明日の朝までですか……わかりました」

　部長が定時間際や直後に円香に仕事を押しつけるのはよくあることだ。嫌がらせなのか、他の人には頼んでいるのは見たことがない。円香はそれでも文句一つ言わず受け取るが、確認するとかなりの枚数だ。

　どうしてこれだけ溜めてたんだ、と部長を問いただしたい気持ちに駆られるが、ぐっと我慢をしてデスクに戻る。

　明日の朝までなんて、今日中に終わらせろと言っているようなものだ。同僚たちはすでに退勤していたり、外出をしていたりで手伝いをお願いすることもできなさそうだ。円香はこっそりとため息を吐いて、電源を落としたパソコンを再度起動させた。






　カタカタとキーボードを打ちながら１枚ずつ契約書を仕上げていく。１時間程度で終わらせるつもりだったが、情報量の多い契約書ばかりで、心の中で部長に対して悪態をつきながら仕事をしていたらいつの間にか２時間が経過していた。もう他に残っている人も居なくて、最後の一人になっていた。

「はぁ……帰りたい」

　残りの枚数を確認すると、まだ半分くらいはある。このままではあと何時間かかってしまうんだろう。終電で帰ることができるのかも不安になってきた。けれど明日の朝「終わりませんでした」と部長に報告するのも嫌だし、ため息を吐かれるのも絶対に嫌だ。

　円香は弱気になりそうになったが、気合いを入れ直してキーボードを叩き続ける。

「……あれ、倉橋まだ残ってんの」

　オフィスのドアが開くと、スーツのジャケットを脱いだ敦人が顔を出す。一人だと思って油断していた。円香は丸まっていた背筋を伸ばす。

「……まあね」

「はー、今日ずっと外回りだったから疲れた」

　敦人は自席に戻らずに円香の隣の席に座った。カバンを置いてパソコンを取り出すわけでもなく、円香に視線を向けてくる。

「どうりで今日一日見ないと思った」

　円香は緊張感を隠しながら素っ気なく応える。敦人の顔を見るといつキスをされるんじゃないかという警戒心が生まれながらも、また別の理由で胸がどきどきと鳴ってしまう。

「まあ大変なのはこれからだけどな」

　敦人の仕事が日に日に忙しくなっているのは円香も感じていた。一日オフィスに居ないことはほとんどで、会議やクライアント訪問で予定は埋まっている。それほど大きなプロジェクトなので多忙なのだろう。普段は営業事務の人が担当している契約書作成で残業している円香とは大違いだ。

「で、お前はなんで残業してんの？　あんまり忙しくないって言ってただろ」

「定時直前に部長に押しつけられた」

「……ああ、いつものか。たまには断ればいいのに」

「上司だし、断れるわけないじゃん」

　今までも一度だって断ったことはない。なぜ自分にばかり、と考えないこともないが、振られた仕事は絶対に間に合うように終わらせてきた。もちろん質を下げたりもしない。それが円香の仕事に対するプライドだ。

「そういうとこ真面目だよなー。意外」

「う、うるさい」

「……さてと」

　敦人は隣の席に座ったまま、ノートパソコンをカバンから取り出して立ち上げる。隣にいるのは不思議だが、外回りで帰ってきてまだ仕事をするつもりだろうか。「まだ仕事するの？」

　もうすぐ21時になるというのに帰ることができないなんて、それほど忙しいのか、と同情すら覚える。

「契約書作るんだろ？」

「私は、そうだけど」

「俺もやる」

「……もしかして、手伝ってくれるの？　でも外回り疲れてるでしょ。別にいいよ、私が頼まれた仕事だから」

　我ながらかわいげのない言い方をしてしまった。でも敦人はじっと円香を見たままだ。

「こんなの一人じゃ大変だろ」

　円香に指示をされた仕事だ。敦人は特に別の案件で忙しいうえにこんな時間から手伝わせるわけにはいかない。

「いいってば。私の仕事だから！」

「じゃあ、たまには息抜きにやらせてくれよ。最近取引先としゃべってばっかでたまにはこういう仕事もやりたいんだよ」

　敦人なりの優しさだということはすぐにわかった。好き好んでこんな遅い時間まで仕事をしたいと思う人がいるとは思えない。仕事が大好きな円香だってそうなのだから、きっと敦人だってそうだろう。ましてや契約書作成が息抜きになるわけはない。けれど円香の本心は、ありがたくて泣きそうになるくらいだ。

「……息抜きになんてならないと思うけど」

「いいから、作るのどれ？　貸せ」

　敦人が手を出してきたので、悪いな、と思いつつも円香は契約書を数枚敦人に手渡した。それでもまだ残りは数枚ある。

「……ありがと」

「うわ、こんなに一人でやるつもりだったのかよ」

「だって、部長が」

　上司命令を拒否することはできない。いや、単純に悔しいので円香は拒否したくはなかった。

「……ったく、１時間で終わらせてやる」

　敦人はぶつぶつ言いながらも、キーボードをパチパチと打ち契約書を仕上げていく。頼んだからには円香も終わらせようと、画面に向き合った。






「よし終わった、帰るか」

　すべての契約書作成を終えると、時刻は22時。敦人の宣言通りに終わってしまった。終電には余裕で間に合いそうで安心した。円香はほっと息を吐く。

「ありがとう、助かった」

「素直だな」

「だって本当に助かったから……悔しいけど」

「そうだ、部長には俺が手伝ったって言うなよ」

「どうして？」

「ばか真面目なお前は言いそうだもんな……よかった気づいて」

　円香のどうして、という問いかけには答えず独り言をつぶやいていた。

「で、お礼くれる？」

　急に敦人はイスを円香の方へ向け、真剣にじっと見つめてくる。

「……」

　真っ先に、とんでもないことを言うのではないかという考えが頭をよぎった。今までのことを思えば当然だ。例えば、キスとか。

「そんな目で見るなよ。キスだけだよ」

「……やっぱり」

　あまりに想像通りで呆れてしまう。

「なに、期待してた？」

　敦人が挑発的な目で口角を上げる。

「するわけないっ！」

「今日してないじゃん」

「だから、なんで毎日しなきゃいけないみたいな言い方――っ！」

　敦人に引き寄せられて、後ろ頭をしっかりと抑えられ、唇が重なっていた。ぶつかるようなキスから、ゆっくり甘いものに変わっていく。

「ん……」

「うるさい」

「……ちょ、っと」

「今日の分」

　敦人はそれだけ言って再び唇を重ねる。

　頭を抑えていた手は、円香の両頬を包み支える。円香は残業で疲れ切っていてうまく抵抗できず、キスの甘さに翻弄されてしまった。敦人の舌が唇をぺろりと舐めると、円香は自然と薄く唇を開いた。

　もぐり込んでくる舌に自らの舌を絡ませる。

　気持ちがよくて、とろけてしまいそうだ。疲れているからだろうか、頭がぼーっとする。敦人とどうしてキスなんか、という考えは、いつもキスの途中で消えてしまっていた。

「……は、ぁ」

　唇が離れていくと、余韻を残して目を開く。ぱちりと敦人と目が合った。

「あ、じゃ、じゃあ私契約書印刷してから帰るから……」

「そんなの明日でいいだろ。もう遅いし帰るぞ」

「でも」

「部長は朝いつもギリギリだろ？　それまでに印刷しておけばいい。軽くチェックしてフォルダに入れておけばいいだろ。どうせもう頭回らないしミスだって気づかない」

　敦人の正論に円香は頷いた。もう疲れてしまって、帰りたいという気持ちが大きかったので敦人の声は背中を押してくれた。

「よし。帰るぞ」

「ん……」

　円香は疲れのせいか、ぼーっとしたままパソコンをシャットダウンする。同じように敦人も帰る支度を始め、円香よりも先に終わってしまった。

「おい、帰るぞ。俺ら最後だから鍵閉める」

　会社には正社員のみに配布されているセキュリティカードがあり、最初に出社した人や、最後に退勤する人がオフィスセキュリティを管理する仕組みだ。今日は二人が残っているので、どちらかがロックする必要があるが、すでに敦人がそのカードを持ちながら入り口で待っていた。円香は慌てて支度を終えて、走り寄る。

「お待たせ……きゃっ」

　敦人の目の前でふらりとよろけてしまい、咄嗟に敦人が腕を出してくれて、倒れることは免れた。意外とがっしりした腕が円香のちょうど胸の下で支えてくれている。この手に、円香は何度も引き寄せられてきたのだと考えると、大きく胸が鳴った。何度もキスをしているのに力強い腕に支えられたくらいでどうしてこんなに動揺しているのだろう。

「おい、大丈夫か？」

「……ごめん」

　そのままうまく立ち上がることができずにいると敦人がゆっくりと円香の身体を押し戻してくれた。

「ありがと……」

「そんなに俺とのキスがよかった？」

　敦人は円香の耳元で、内緒話をするような小声で囁く。

「ばかっ！」

「はいはい帰るぞ」

「……」

　セキュリティロックをすると、敦人はあっさりと背を向けて先に歩き出してしまった。円香は、倒れそうになったからか、胸がドキドキと鳴っている。自分の胸に手を当てるとよくわかる。少し息も苦しかった。

「おい、帰らないのか？」

　先に行ってしまったと思っていた敦人は円香を振り返り、立ち止まる。

「駅までは一緒だろ」

　一緒に帰るつもりなのか、と円香は敦人に走り寄った。まだ、胸が鳴っている。まるで敦人とキスをしている時みたいに、なかなか収まらなかった。






　次の日、円香は朝一番に部長に声をかけた。昨日の苦労をいち早く伝えたかったのだ。

「部長、昨日の契約書はすでにフォルダに保管していますので確認お願いします」

「終わったのか？」

「ええ。なにか？」

　驚いている様子の部長を見て、胸がすく。終わらないことを想定していたのか、戸惑っているようにも見えた。確かに一人では終わらなかった……というか帰れなかったかもしれない。けれど敦人がいてくれたので終わらせることができた。そのことを部長に伝えたかったけれど一応口止めをされているので言えなかった。

「そ、そうか。ありがとう」

　狼狽えている部長に、にこりと微笑みを返し、円香は自席へ戻る。いい気分だった。これまでも終わらせて来たけれど、今日ほどスカッとする日はない。これも敦人のおかげだ。もう一度お礼を言いたくなったが、今日も敦人はまた朝から自席にはいない。彼のスケジュールを確認すると、今日は会議みたいだ。円香も今日は外回りなので、敦人と顔を合わせることもなさそうだ。

　大変だな、と思いながらお礼に用意した栄養ドリンクを机の上に置いておいた。






「戻りました～」

　通常通りの仕事に戻り、円香は久しぶりに外回りをしてオフィスへ戻ってきた。帰ったら部長にどっさりと仕事を指示されないかな、と考えながら自席に戻ると、デスクにチョコレートとメモが置いてあった。

　メモには『ありがと。俺ともっとしたいってこと？』と書いてあった。最初はなんのことだかわからなかったが、少しして、栄養ドリンクのことだ、と思い至る。一気に顔が熱くなった。誰にも見られていないか不安になりきょろきょろと辺りを見回すけれど、誰も円香の行動を気に留めてはいなかった。ほっとしてもう一度メモに視線を落とし、何度も読んでしまう。

「したい」とかそういうことではない。仕事が大変そうだから、疲れがとれるようにと置いただけだ。すぐにそっちの方向へ持っていくんだから、と思ったがすぐにわかってしまった円香も同じようなものだと自覚したら、彼を責めることはできない。

「……ばか」

　円香は小さくつぶやいて、メモをデスクの引き出しに仕舞った。










　大型プロジェクトが本格的に動き出してからというもの、敦人は以前よりもさらに毎日忙しそうに走り回っている。自分のデスクに座っている姿なんて見ないくらいだ。

　今回のプロジェクトは複数のクライアントを相手にしているため、一人では大変そうだった。毎日外出をしていて、遅くまで残業もしているみたいだ。憧れていた大型プロジェクトを、敦人にとられて悔しいと思っているのに、サポートに入りたいと思うほどだった。

　そんな敦人が久しぶりに社内にいると思ったら、敦人は部長の席で、めずらしく大きな声で話をしていた。怒っているわけではなさそうだけど、少し怖い。円香は仕事をしながらチラチラと部長の席に視線を向けていた。

「部長、そろそろ人員追加をお願いします」

「……あーそうだったなあ……」

　部長はやたらと歯切れが悪く、困惑しているようだった。

「部長が忙しいなら俺から言いますけど」

「え、それは」

　部長は急に慌て出すが、敦人の視線がこちらに向いて、目が合った。こっそり見ていたことがバレてしまったのだろうか。

「倉橋」

「っ、……はい？」

　なぜか手招きをされて、円香は慌てて部長の元へ走り寄る。

「明日から俺のサポートを頼む」

「……えっ」

「お、おい芝崎くん」

　戸惑っている様子の部長と、落ち着いて冷静な敦人。どちらが上司かわからなくなってしまうほどだ。

「前からお願いしてましたよね、他にいくつも抱えながら大事なプロジェクトをこなすのは俺だけでは無理があると。だから倉橋さんをサポートにつけてほしい、って」

「……」

　そんなの初耳だ。部長から一言も聞いていない。部長を見ると目が合って彼は慌てて視線を逸らした。

「せ、せっかくの大型プロジェクトだ。君一人に任せるべきだと判断したまでで」

「任せていただけるのはありがたいお話ですが、人手は欲しいと訴えていたはずです」

「それは、私のほうで検討して……」

　部長はしどろもどろになっている。

「当事者である俺が提案してからしばらく経つので、俺から倉橋の業務量を確認したところ、サポート程度なら入ってくれるとのことでした」

「え？　私そんなこと」

　言った覚えはない、と敦人を見るが、彼はまっすぐ部長を見たまま続ける。

「彼女は経験も長いし大型プロジェクトのサポートとしては適していると考えています。いいよな、倉橋？」

「……は、はい」

　敦人の勢いに考える間もなくうなずいた。

「じゃあよろしく。いいですよね、部長」

「……わかった」

　部長は最後まで納得のいかない顔をしていたので、敦人の勢いには円香も戸惑っていた。部長の席から離れ、軽く打ち合わせをしようと声をかけられ、ミーティングスペースへ向かった。

「ちょっと、急になに？」

「一方的に決めて悪い。お前の仕事ぶりはずっと見てきてるし、信頼してる。だから今回のプロジェクト、手伝ってくれると助かる。厳しそうだったら他のメンバーにも入ってもらいたいと思ってるが、できたらお前にやってほしい」

　正直なところ、悔しかった。

　自分がずっと携わりたかった大きなプロジェクトだ。うれしいという反面、ライバルだと思っている敦人から与えられた仕事だと思うと、素直に喜べない。

「厳しそうか？」

「……」

　でも、敦人が一人で大変そうなのはここ数日で十分わかっている。サポートしたいという気持ちさえ芽生えていたのも嘘ではない。ライバルである彼の指示で働くのはまだ多少の抵抗がありそうだが、仕事のためだ、今はそんなこと言っていられない。

「わかった。がんばるね」

「よかった……よろしくな」

　敦人は安堵した笑顔を見せた。

　大型プロジェクトを担当するという夢が、少しだけど叶ってしまった。でもこれは敦人の計らいで、決して実力で選ばれたわけではないだろう。部長の表情がそれを物語っていた。それなら、いい仕事をして敦人に負けじと、彼を追い越す勢いでがんばろうと決めた。ライバルからもらった大きなチャンスだ。






　敦人の仕事量は想像以上だった。

　今回のプロジェクトは、子ども向けの新しいおもちゃのリリースとともに、親子でおもちゃを楽しめるカフェをリリース後の期間限定で開店する、というものだった。子ども向けおもちゃの開発はすでに最終段階に入っており、食品ともコラボレーションをしているので営業としての仕事は食品会社とのやりとりや、カフェ店舗との交渉に追われていた。

　円香は敦人と一緒にクライアントへ挨拶回りをしたり、時には別行動をした。人数が増えたおかげで敦人の負担も少しは減ったのか、前よりは残業時間も短くなったようでほっとしていた。

「……難しいね」

「ああ」

　順調に進んでいるはずのプロジェクトだが、ひとつだけ苦労していることがあった。

　カフェの店舗が決まらない。

　敦人もだいぶ前から探し回っているみたいだけれどなかなか了承を取ることができないらしい。今も、店舗に行ったが断られた帰りだ。昼食をとるために二人でカフェに行き頭を抱えていた。

「親子で楽しめる、っていうテーマが厳しいって言われたな」

「ある程度の広さが必要だし、親子専用ってなると子ども用道具がたくさん必要だろうしね……」

「割れない食器やイスなんかはこっちで用意するとしても、微妙な顔されるもんな。とはいってもよくコラボやってるカフェとかはちょっと広さが足りないんだよな……」

　カウンター席で横並びに座り、二人でうーん、と唸りながらサンドイッチを頬張る。

　敦人は険しい表情をしながらパンをかじっていて、つい笑ってしまう。

「芝崎って、意外とちゃんとしてるんだね」

　一緒に仕事をするようになって、彼の良さを知っていった。もっと貪欲でしたたかだと思っていたのに、実際はただ仕事に熱心なだけの人だ。

「今さら気づいたのかよ」

　敦人はむくれながら円香を軽く睨む。

「言っておくけど、仕事に対する熱は倉橋にも負けてないからな」

「それは違う。私のほうが愛も熱もあるから！」

「いや俺だな」

「私だってば」

　どん、と肩で敦人の身体を押すと、押し返してきた。やっぱり体格差があるのですぐに押し負けてしまう。押された拍子に、敦人の唇が円香の頬を掠めた。

「ちょっと、なにして……っん！」

　敦人のほうを向くと、唇にもちゅ、とキスを落とされる。

　あれから敦人は毎日円香にキスをしてくるようになった。社内や、こうやって打ち合わせの帰りだったり、小さなキスも激しく求めてくるようなキスも。結局仕事が忙しくてあの夜のことは曖昧なままだ。まだはっきりと聞けていない。好きだと言われたわけでもつき合っているわけでもない、おかしな関係だ。

「……どうした？」

「こんなところで、だめ」

　カフェの端のカウンターではあるけれど、窓際だ。外では人が行き交っているし、こういう行為はあまり人に見られたくはない。

「……その言い方はまずい」

　敦人は大きな手で口元を覆った。

「なにが？　ちょっと、どうしたの」

　口元を覆ったままうつむいて黙り込む敦人に、急に体調が悪くなったのかと彼の顔をのぞき込む。すると上目遣いの彼と目が合った。

「ここがだめなら、どっかで休憩する？」

　じっと、熱い視線が円香を射抜く。今が仕事中だと忘れてしまいそうになる視線だ。敦人の言っていることを理解すると円香は顔を赤らめる。

「しない！　会社戻る！」

「……だよなー。まだやることたくさん残ってるし」

　敦人の視線に胸が鳴ったのを誤魔化すように席を立った。

　会計を済ませて店を出る。これから会社に戻ってまた資料作りだ。そろそろ告知の準備もしなければいけない。それは広報の仕事だが、営業も絡んではくる。でもなにより店舗を決めなければ企画も台無しだ。さすがに焦りが出てくる。

「でも、カフェどうすっかなー……準備期間考えるともうタイムリミット迫ってる」

　もうそろそろ決めないとまずい。敦人の表情からも焦りが見える。とはいっても都心のカフェはほとんど回りきってしまった。候補としていたところが全滅だ。ある程度の広さがあって、子ども向けにも大丈夫そうな場所なんて実際に行って話をしてみないとわからないだろう。

「……あ、そうだ」

「どうした？」

「都心ではないけど、一個いいところがあるかも」

　カフェといって思い浮かんだ場所があった。円香の住んでいるところの近くに、広いカフェがある。都心部ではないのでそれだけ広さがあるのだろうけれど、円香にとって、居心地のいい場所だ。住宅街の中にあるので子どもを連れた人にでも利用しやすいようににも作られていて、絵本が置いてあったりもする。円香がよく行くのは平日の仕事帰りなのであまり遭遇することはないけれど、たまに休日に店の前を通ると店内から子どもの声がよく聞こえてくる。

「私がよく行くカフェなんだけど、わりと広いし、親子連れも多いんだよね」

　スマートフォンでカフェのホームページを敦人に見せる。個人経営のお店なのでホームページもシンプルなものだが、店内写真を見るには十分だ。

「確かに都心で探してたけど、親子で……ってなったら都心は利用しづらいかもしれないな。うん、そこ見てみたい」

「よかった。じゃあ話をしておくね」

　個人経営だけあって店長は常連の円香のことを覚えてくれていて、世間話もすることも多い。親しみやすい人なので話もしやすく、仕事の相談なんかもしたことはある。今日さっそくカフェに電話をしてみることにした。

「倉橋やるじゃん。助かる。明日でいいか？」

「いいと思う。だめだったらまた連絡する」

「ありがとな」

　まだどうなるかはわからないけれど、焦っていた敦人の表情が和らいだので円香もほっとした。あんなにライバル視をしていたはずなのに、どうして一緒に笑って仕事をしているんだろうと不思議になる。これは全部仕事のためだ。大型プロジェクトのため。決して敦人に心を許したわけではない。










「こんにちはー」

　さっそく次の日の夕方頃に、円香が提案したカフェに敦人と二人で訪れていた。会社からは三駅ほど離れていて、円香の住むマンションの近くにある。住宅街の中にあるカフェは今日も常連客が多い。顔見知りもいたりして、会釈をした。

　店内奥にいる店長に挨拶をすると手を振り返してくれた。

「円香ちゃんいらっしゃい」

　40代くらいだろうか、ダンディだけれど笑顔が素敵な人だ。数年前に奥さんを亡くしているのだが、その頃から円香は常連だった。

「円香ちゃんって呼ばれてんのか？」

　にこやかに挨拶していた敦人の眉間に皺が寄る。

「わりと常連なの。店長も可愛がってくれてて名前覚えるのも得意みたい」

「……へえ」

　敦人は何か言いたげにしているが、それ以上聞いてくることもなかったので話を進めることにした。

「今お時間よろしいですか？」

「いいよ。スタッフに任せるから。あっちの席でいいかな。コーヒーでいい？」

「ありがとうございます。注文させていただきます」

「いいよいいよ今日は仕事で来たんだろ。僕も仕事としてコーヒー出すだけだから」

　店長は窓際の席を指定してくれて、コーヒーまで用意をしてくれた。この店のコーヒーは絶品で、ぜひ敦人にも飲んでほしいと思っていたのでちょうどよかった。

　敦人と円香が並んで座り、敦人の正面に店長が座る。

「初めまして、玩具メーカー――の芝崎と申します」

　敦人はいつもの仕事の顔を見せ、名刺を差し出した。

「これはどうも。すみません名刺なんか作ってなくてね、店長の重森と言います」

「倉橋と申します」

　円香も同じように名刺を差し出すが、顔見知りに仕事の顔を見せるのはどこか気恥ずかしい。

「さっそくですが、倉橋さんよりお話があったかと思いますが、店舗をお借りする件についてご相談させてください。このたび弊社では新商品をリリースすることになりました。今回は弊社も力を入れておりまして、いろいろな会社様とコラボレーションをさせていただいております。その一環として、コラボカフェというものを企画しておりまして――」

「いいですよ。ぜひ使ってください」

　敦人が詳細を話している最中に店長は微笑んで承諾した。心配になってしまうほどの即決さだ。

「そんなに簡単にいいんですか、店長。まだどんなことをするかって話してないのに」

「子ども向けのおもちゃの展開をこのカフェでしてくれるんだろう？　どんな内容でもぜひ喜んで協力するよ。常連さんも親子連れが多いし、みんな喜ぶと思うしね。円香ちゃんの仕事なんだから信用してるよ」

　ただの常連にそこまでやさしい言葉をかけてくれるとは思わず、また今までのことを思えばあっさり快諾してくれるのが信じられず、敦人と顔を見合わせた。敦人はうなずくと店長に向き直り、深く頭を下げた。

「……大変助かります、ありがとうございます。それでは企画や内装についてご説明させていただきますが……」

　敦人は持参した資料を広げ、店長に説明を始める。店長はその後もにこやかな表情で話を聞いてくれた。もともと子ども好きだからなのだろうか、おもちゃの説明や、お店の内装を変えたい旨を説明しても最後までうれしそうにうんうんとうなずいていた。






「それではまたお邪魔させていただきます」

「はい。よろしくね」

「コーヒーおいしかったです。今度はプライベートで来ます」

　敦人も店長のコーヒーを気に入ったみたいだ。二人で頭を下げて、カフェをあとにする。

「芝崎、よかったね！」

「……ああほんとに。倉橋のおかげ」

「……どうかした？」

「なにが」

　カフェから離れてから、敦人の様子がおかしい。今は営業スマイルなどは必要ないが、それにしても円香と目を合わせようともしないし、おかげだというわりには声が硬い。

「……具合悪い？　なんか変だよ」

「ああ……」

「具合悪いならこのまま直帰したら？　報告なら私がしておくから」

　ちょうど時間も定時を過ぎている。どちらかが帰社して報告をすればいいだけの話だ。最近残業が続いているし疲れも溜まっているんだろう。

「じゃあ……最後に寄りたいところあるんだけど、一緒に来てくれないか？」

「いいけど、体調は大丈夫なの？」

　敦人はこくりとうなずいた。






　二人でタクシーに乗り、30分もしないうちに到着したのは最近出来た高級ホテルだった。都心部ではなく少し外れたところに出来たのが話題になって、雑誌などでも大きく特集されていた。こんなに近い場所にあったのかと感心すると同時に、ホテルに何の用があるのだろうと不思議に思った。

「雑誌で見るより豪華……。でも、こんなとこに来てどうしたの？」

「ん」

　敦人の様子はまだおかしいままだ。少し怒っているようにも見える。とりあえずついて行こうと、円香は敦人の後を追う。カウンターでキーを受け取り、敦人に「こっち」と言われるままエレベーターに乗った。

「……ねえ、ここになにかあるの？」

「……」

　敦人は黙ったままだ。急な態度の変化に円香は戸惑っていた。無言のまま10階でエレベーターを降りて長い廊下を進み、ドアの前に立つと、敦人はカードキーを使ってドアを開いた。

「……部屋？　入るの？」

「そう」

　とん、と背中を押され中に入ると、背後でドアが重い音を立てて閉まる。腕を掴まれ引き寄せられる。

「きゃっ！　な、なに？」

　気づけば円香は、敦人の胸の中に収まっていた。ぎゅっと強く抱きしめられ、ふわりと敦人の匂いが鼻孔をくすぐる。

「……ああいう大人の男が好みなのか？」

「え、なにが」

「どうりで俺を見てないと思った」

　はぁ、と頭上から大きなため息が落ちてくる。突然ホテルに連れてこられて、仕事の用事だと思っていたら抱きしめられて身動きがとれない。もうそろそろ我慢の限界だ。

「ちょっと、いいかげんなにするのか教えてよ」

「……最後までする」

「なにを？」

　身体が離れ、敦人はじっと見下ろしてくる。その目に胸が鳴った。真剣で、熱のこもった視線だ。

「ちょっと、どういう……っん！」

　顎の下を敦人の指が支え、持ち上げる。上向いたところに唇が降りてきた。ちゅ、と掠めるキスだ。

「……また、キスした」

「だって今日してなかったじゃん」

「だからって、なに……っ」

　円香が言い返す前に再び唇が降りてくる。頬を両手で包まれて、今度はしっかりとふれるキスだ。しっかり掴まれているので逃げることもできず、キスを受け入れていた。自然に口の中には敦人の舌が入り込んできていて、翻弄される。

　敦人とのキスは気持ちがよくて、いつも頭の中が空っぽになってしまう。

　舌を絡め吸われて、頭の奥が痺れる。とろんとした思考になるまで長いキスは続いた。

「は、ぁ……」

　唇が離れると、お互いの舌を銀の糸が伝う。それほど激しいキスをしてしまったのだと、胸が苦しくなった。

「その顔がまた見たかった」

　敦人は口角を上げて、円香の腕を掴んだ。

「こっち」

「え、あっ」

　腕を引かれ、奥に配置されたダブルベッドへ投げ出される。乱暴な仕草だったけれどベッドがふかふかなおかげで、痛みはなかった。

「ちょ、ちょっと芝崎、どうしたの？」

「なにが？」

　平然とする敦人にはまだ違和感しかない。

「だってなんか……怖い」

「わからない？」

「……な、なにが」

　ぎしりとベッドが軋む。敦人もベッドの上に乗り、スーツのジャケットを脱ぎ捨ててネクタイを緩めた。

「わかんないならいいよ」

「ちょっと、あっ」

　身体を押さえつけられ、今度こそ逃げ場はなくなった。覆いかぶさる敦人にじっと見つめられる。

「でも、前の続き……今するから」

「え……」

「あの夜俺我慢すんの大変だったんだからな」

「我慢、って」

「寸止めで寝やがって」

　じろりと睨まれる。

「そ、そうだったの？　じゃあ最後までは……」

「してない」

　敦人のはっきりとした言葉に、円香は今の状況を忘れ、ほっと息を吐いた。あの夜なにがあったのか思い出せないでいたので、不透明な部分がようやくわかって安心した。でももう一つまだわからないことがある。

「なにほっとしてんだよ。俺とするの嫌か？」

「……」

　どう答えたらいいか考えあぐねていた。嫌だ、と言ったらきっと嘘になる。あの夜の、気持ちがよかった感触だけはなんとなく残っていて、キスをするたびに身体が覚えていたから、最後までしたらどうなってしまうんだろうという興味はある。でも相手は大嫌いだったライバルの敦人だ。興味はあるが、最後までしてしまって気持ちがいいと思ってしまったら終わりな気がする。

　仕事で負けているのに、プライベートでも負けるなんて絶対に嫌だ。

「イヤ」

「遅い。もう、する」

　ようやく答えが出たところでバッサリと切り捨てられる。

「え、ちょっと……っ、ん！」

　深く唇が重なり、敦人の手が身体をなぞる。腰を撫でゆっくりと胸のふくらみに手がふれた。シャツの上から感じる敦人の体温は熱い。ふれられているうちに円香の身体へとじわりと伝わってくる。キスをしたままシャツのボタンを丁寧に外され、キスで円香をつなぎ止め、強引にことを進めていくくせに、シャツを脱がしていく手つきはやさしい。下に着ていたキャミソールをたくしあげ、下着姿の胸に大きな手がふれた。

「ん」

　ゆるくふくらみを掴んだ手が動く。指の腹で、先端のある場所を下着の上からこすられると声が洩れた。焦らされているようで自然と円香は腰をうねらせた。

「なあ倉橋、俺下手か？　……これでもモテるほうなんだけど」

「……なにが言いたいのよ」

「最初にお前と飲んだ時、すごい悔しかったんだよな、キス下手そうって言われて」

　――だからこの前から執拗にキスをしてくるの？

　考えてみたら毎日のように社内や社外でキスをしている。もうすでに円香も驚かなくなってはいるが、恋人でもないのにと疑問には思っていた。

「モ、モテるんなら、私じゃなくてもいいでしょっ」

「やだ。倉橋がいい」

「っ、なんで」

　身体が熱くなっていく。社内には他にかわいくて若い女の子はたくさんいる。わざわざライバル視している女を選ぶ理由なんてないはずだ。

「俺のことライバル視してる倉橋を落とすのがいいんじゃん」

「っ……！」

　最低、という言葉はキスに飲み込まれてしまった。ブラジャーのホックも外され、直接胸に手がふれるとびくんと腰が浮いた。すでに形づいていた胸の先端を、敦人の指先が摘み、くりくりと転がす。

「ふぁ、ぁ、んっ」

　キスをしながらも円香の口からは嬌声が洩れる。

「下手くそな俺の手で感じてんの？」

　意地の悪い敦人の声が囁く。円香は涙目になりながら首を振った。気持ちよくない、と思い込んでみたものの、無理な話だった。敦人が色づいた先端を口に含んだ。

「あぅっ」

　生暖かい温度に包まれて、敦人の口の中で弄ばれるのがわかった。舌先でつん、と弾かれたり吸われるたびに円香は腰を揺らす。甘い声が我慢できなくて自分の口元に手を持っていくけれど、手の力がうまく入らず、口を抑えられないまま、唇をかみ締める。

「もっとして、っていつ言うんだ？」

　敦人がにやりと挑発的に笑う。円香はカッとなって、「言わない」と涙目のまま答えた。

「ああそう。じゃあこっち」

　円香のパンツスーツに手を伸ばし、チャックを下ろす。前をくつろがせると敦人の手が下着の上から秘部にふれた。

「あれ、濡れてるけど」

「……っそんなことない」

「そうか？」

　言いながらも敦人は余裕を見せて微笑み、秘部の割れ目に沿って指先を動かす。すでに中でふくらんでいる花芯を指先でこねた。

「っ！」

　円香は、ひゅっと息を吸う。敏感なその場所は、さわられるだけでおかしくなってしまいそうだ。それをわかっているのか敦人はそのまま花芯ばかりを弄り始める。じゅわりと蜜が溢れる感覚がしてぞくりとした。こんな奴に感じてしまっている自分が悔しい。

「も、やだ……」

「気持ち悪い？　脱がしてやるよ」

「そんなこと言ってないっ……あ……」

　パンツスーツを足から抜かれると、下着姿になってしまう。白色の下着が濡れているのがばれてしまう。

「すげえ濡れてるじゃん。これでも気持ちよくないって言えるのか？」

　案の定、敦人は円香の足を開き、濡れた部分をじっくりと見つめる。

「気持ちよくないっ」

「……へえ」

　敦人の目が光った。男の表情が垣間見えて胸がバクバクとうるさい。敦人の指は円香の下着をずらし、秘部をあらわにさせる。濡れた蜜口に、ゆっくり指を入れてきた。

「んんっ」

　円香は喉を仰け反らせる。

「二本簡単に飲み込むほど感じてるくせに」

　円香の耳元に唇を寄せ、敦人が囁く。色気のある低音にぞくりとした。中に入った敦人の指が、中の壁をこすりながらゆっくりと動く。焦らすようなその動きが円香の身体に熱を灯していく。

　くちくちと音を鳴らしながら、中をかき混ぜる指に神経が集中していた。右往左往と動く指先に円香はたびたび声を洩らす。息も荒くなり、シーツをぎゅっと掴んだ。大きな刺激は与えずに、小さな刺激を少しずつ与えられて円香の身体は小刻みに震え始める。

「もう、だめ」

「なにが？」

「も、もっと……」

「ん？」

　また敦人は意地悪く笑う。その表情を見て、彼がわざとしているのだとわかった。やさしい快感だけでは苦しいだけだ。円香はもっと強い刺激を求めて、口を開いた。

「焦らさないで……っ」

　はやく達してしまいたい。そのことで頭がいっぱいになっていた。太腿をこすりつけ敦人の腕を挟むと、敦人が笑った。

「しょうがねえな」

「あぅっ」

　円香の中の、手前の部分を指先が押す。するとそれだけで目の奥が光った。だけど敦人は容赦がなかった。親指で、花芯までも弄り始める。はやく達してしまいたいと思っていたが、突然大きな快感に襲われると戸惑うもので、円香は腰を引いた。けれどここまできたら敦人は許してくれない。

「ま、待って、芝崎」

「んー待たない。焦らすなって言ったのは倉橋だろ？」

　敦人は楽しそうに笑う。額に汗を滲ませているくせに、余裕だ。敦人の指は徐々に激しく出し入れを繰り返しながら、花芯をくりくりとこねる。焦らされた分もはやく、円香にはすぐに絶頂が見えた。

「あ……いっちゃう」

「いいよ、いって」

　やさしい敦人の声が、円香を導いた。

「ん――っ！」

　腰を浮かせて円香は達していた。大きな波に、一瞬息が止まる。それを見届けたあと敦人は指を引き抜いた。

「は、ぁ……」

　荒く息を吐き、ベッドに身をゆだねる。汗ばんだ肌を敦人の唇が掠めた。

「……もう挿れるぞ」

　スラックスを脱いで避妊具をつけた敦人の高ぶりが、円香の秘部に押し付けられる。蜜口の入り口をぐりぐりと刺激してきて、すぐに入ってしまいそうで身が震えた。

「だ、だめ、最後まではだめ……」

　さすがにただの同僚と最後まですることはできない、と理性が思い留まる。

「……酔ってる時はあんなに可愛かったのになあ」

「なっ」

　しみじみと言いながらも熱は入り口に押し付けられる。少し腰を進めたらもう入ってしまいそうなほど円香の中は潤んでいた。

「さっきみたいにもっとして、って言えよ」

「っ、そこまで言ってない！」

　円香が激しく否定をするたびに敦人はどこか冷静だ。その差が悔しい。これだけ振り回されているのは自分だけみたいだ。

「……俺とこういうことするの気持ちいいくせに」

「そ、そんなこと」

「さっさと好きって言えよ」

　敦人の目はからかうようなものではなくずっと真剣だった。どうしてただの同僚であるはずの彼とこんなことをしているのかも不思議だし、そんな目で見つめてくるのかも、円香にはわからなかった。

「そうしたらめちゃくちゃに甘やかして、気持ちよくしてやるのに」

「べ、別に甘やかされたくないっ」

「……強情だな……そういうところ嫌いじゃねえけど」

　話しながらも敦人の高ぶりは収まらずに、円香に押しつけてくる。円香は彼の熱を感じるたび、蜜を垂らしていくのがわかった。どうか彼にばれませんように、と思いながら精一杯強がる。

「なら俺とのキスは？　好き？」

「嫌い」

「あっそ、なら好きになるまでしてやる」

「んんぅ」

　両頬を掴まれて食べられるみたいなキスをした。唇を舐められて、舌が入ってくる。歯列をなぞり粘膜を舐る。ぶつかった舌を吸い上げられて、必然的に絡め取られる。あまりの気持ちよさに、円香も自分から舌を絡めていた。キスに夢中になっているうちに蜜口に押し当てられていた熱は角度を変えて円香を刺激する。

「あ、ぅ」

　キスをしながら敦人の腰が揺れ始めた。

「んっ……ちょっと」

「ん？　どうした？」

「こすらないで……」

　先ほどから、円香の秘部にこすりつけるように敦人の熱が前後している。熱く硬いものを感じると眩暈がした。これだけ抵抗した意味がなくなってしまいそうだ。

「いれてないからいいだろ」

「でも」

「うるさい。キスに集中しろ」

「んん……」

　覆い被さってくる熱い唇に円香はまた翻弄されていく。敦人のキスが上手だからだろうか。円香は敦人と深いキスをしているとすぐに全部がどうでもよくなってしまう。唇が離れていくのさえ名残惜しいと感じてしまうほどに。

「とろけた顔してる。欲しい？」

「…………」

　秘部を、昂ぶった熱がこする。硬さや熱さから、敦人も円香と同じように興奮しているのだと感じた。息も荒くなっている。円香は熱い眼差しを向ける敦人を見上げながら、こくりと喉を鳴らす。

「は、はやく」

「ん？　なにを？」

「……いれて……」

　もう蜜口はじんじんと痺れている。さんざん我慢していたのに、キスをされてしまうともう理性が溶けてなくなってしまう。

「やっと言ったな。……でもまだだめ」

「えっ……」

「素直にならなかったのが悪い」

「あ、んんぅ」

　キスをしながら濡れたお互いのものをこすり合うだけ。これでは物足りない。ちゃんと中に欲しい。敦人だってもう我慢できなくなっているはずだ。

「は、はやく……芝崎……」

　敦人の肌に手を這わせた。懇願するように見上げる。敦人にだけは負けたくないのに、欲望に負けてしまった。

「っ、わかったよ。俺もそろそろ限界」

　一度離れた熱は、すぐに蜜口へとあてがわれる。ぐに、と押し開かれる感覚に息を呑んだ。

「んんぅ！」

　ゆっくりと、けれど確実に中を押し進めてくる敦人の熱。想像していたよりも受け入れるのに時間がかかった。

「きっつ……久しぶりとか？」

「う、うるさい、ばか」

「そう言ってられるのも今のうちだな」

　敦人は円香の腰に手を添えて、ゆるゆると腰を揺さぶり始めた。敦人の言ったことは正解で、円香はこの行為が久しぶりだ。彼氏がいたのなんて相当前で、ずっと仕事に夢中だった。だからなのか、円香は敦人とキスをするようになってだいぶ感じやすくなっていた。

　こうやって中をこすられると甘ったるい声が洩れ、息が苦しくなる。

「中うねって気持ちい……」

　敦人が腰を引くと、くちゅりと濡れた音が響いた。静かなホテルの部屋で、息遣いと衣擦れの音、それから濡れた音が響く。

「んっ、あ」

　次第に敦人の抽送は激しくなる。中を抉るように動く熱は、すでに円香の身体を知り尽くしているようで感じる場所にばかりこすりつけてくる。

「はーすげえいい……倉橋、可愛い」

　敦人のセリフに、円香の身体がぎゅっと反応する。

「っ……締まった。可愛いって言われんの好き？」

「し、知らないっ」

　甘い表情で囁かれたら動揺するに決まっている。絶対にそのせいだ。驚いて身体が勝手に反応しているだけに違いない。

「円香、可愛いよ」

「やっ」

「ほら、また締め付けた……可愛い円香」

「やだってばっ」

　甘すぎて、恥ずかしくてどうにかなりそうだ。さんざん意地悪をしてきたくせに、ここまで来たら甘いなんて、ずるい。

「うん。俺も気持ちいい」

「気持ちいいなんて一回も言ってないっ」

　円香はわめくが、敦人は気にしていない様子で腰を揺さぶる。激しくなっていく動きに、切羽詰った息が聞こえた。

「……ごめん、一回いく」

「えっ」

「――くっ、あ」

　唐突にずるりと引き抜かれた熱。敦人は腰を震わせて、達していた。避妊具を外し、また新たにつけ替えている。

「気持ちよくて我慢できなかった、悪い……もう一回」

「え」

「え？　だって物足りないだろ？」

　まるでもう一度することが当然みたいな顔をしている。でも物足りない、というのは事実だった。敦人が入ってきた熱が、ずっと奥で燻っているような感覚。一度達したというのに熱を灯された身体は、再び熱を放出するのを待っていた。

　円香が肯定も否定もできないでいると、敦人は寝たままの円香を抱え起こした。

「きゃっ」

　座っている敦人をまたがせるようにすると、一度達したのにまだ昂ぶっている熱が太腿にこすりつけられる。

「ほら、俺に抱きついて」

「ん……」

　言われた通りに腕を伸ばし、敦人の首に手を回す。敦人に腰を掴まれたまま、そっと下ろしていくと蜜口に高く反り返る熱がぶつかった。一度腰を引くが、逃げることを彼は許さない。

「あ、あぅ……」

「入ってく」

　敦人に導かれるまま腰を落としていくと、ぬるりとした先端を飲み込んでしまった。やわらかくなった内部は敦人の形に変わっていく。

「は……う、ん」

「大丈夫か？」

　敦人の熱をすべて飲み込み、慣れない体勢に息を乱していると、熱い手のひらが背中を撫でてくれた。

「ま、待ってね……動かないで」

「……わかった」

　中が奥までいっぱいで、少し動いただけでも圧迫感に苦しくなる。乱れた呼吸を整えながら敦人に抱きついていた。

「なあ、もういい？」

　耳元で敦人の声がする。それさえも刺激となり、円香の身体を揺らす。

「まだだめっ」

「……」

　黙りこんだ敦人は、だめと言っているのにゆっくり腰を揺らした。中に入っている熱が内側の壁をこすり、くちゅりと音がした。

「あ、んっ」

　円香の口からは思わず声が洩れていた。

「揺らすの気持ちいいんだ？」

「……っ」

　円香は唇を噛み締める。言いたくない。まだ負けたくない。

「強情っ」

「あ、あ！」

　敦人は円香の腰を掴み、上下に揺さぶり始める。

「ま、待ってっ、芝崎」

「待てない。もっと欲しい」
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　敦人の荒い息が耳にふれる。あれだけ余裕のあった敦人から余裕がなくなっていることに円香は心の奥をくすぐられる。つながっている場所からは動くたびにぐちゅぐちゅと音が鳴り、どれだけ蜜が溢れているのかわかってしまって、身体は芯から熱くなっていく。

「あ、ぅ、んっ」

　腰を揺さぶりながら、敦人の手は円香のふくらみにふれる。先端を指の腹でこすられると、与えられる刺激の多さに円香はぎゅっと敦人にしがみついた。

「円香、舌出して」

「んぅ」

　そっと舌を差し出すと、すぐに敦人の舌が絡まり、咥内へと導いていく。お互いの咥内を行き来しながら深く唇を重ねた。

「可愛い、円香」

「っ！」

　間近で可愛いと言われ、自分でも驚くほどに動揺した。ぎゅうと敦人を締め付けたのがわかった。

「っ、また、イく……」

「私も……っ」

　敦人が息を乱しながら囁く。息が鼓膜をくすぐり、円香はぞくぞくと身を震わせた。余裕をなくした敦人の動きは乱れ、ずん、と奥を貫かれると先ほどよりも奥に熱が届いて、目の奥がチカチカと光る。

　ぎゅっと目を閉じて、円香は敦人にしがみついたまま身体を収縮させる。

「くっ……」

　敦人も低く呻き、びくびくと腰を震わせて、二人とも達していた。






「ん……」

　円香はベッドの中でもぞもぞと動きながら瞼を開いた。

「起きたか？」

「あ……芝崎……おは、よ」

　目を覚ますと、清潔感の溢れる部屋だった。そうだ、ここはホテルで、昨夜芝崎と最後までしてしまったんだ。お酒も飲んでいなかったので、今回ははっきりと思い出した。

「痛っ」

　ベッドから起き上がろうとすると、下腹部に鈍痛が走る。起き上がるには少し時間がかかりそうだ。芝崎はシャワーを浴びてきたらしく、バスローブを羽織り、濡れた髪をタオルで拭いていた。

「大丈夫か？　まだ時間あるし寝てろよ」

「う、うん」

　円香が再びベッドに沈むと、ベッド脇に敦人が座った。じっと円香を見つめてくる。

「……倉橋ごめんな」

「え？」

「我慢できなかった」

　神妙な面持ちで敦人が謝る。いつもみたいに軽口を叩いたりからかってくるものだと思っていたので意外な反応に円香は戸惑った。謝られるようなことをされたのだと思わずにはいられなかったし、敦人の表情はどこか後悔しているようにも見えた。敦人とは恋人同士でもないし、ただの同僚だ。そんな相手と最後までしてしまって、バツが悪いのだろう。

「なによ今さら……別に、私だって、その……」

　求めたのも自分だ。敦人だけを責めることはできない。それでもまだ敦人はうなだれていた。

「大人なんだから忘れようよ」

「……倉橋は大人だな」

　大人なんだから、とは便利な言葉だ。とはいえある程度割り切らなければやってられない。本当は敦人の表情の理由が気になるし、どう思っているかも気になっている。でも円香は何も言えない。きっとただの戯れだろうから。

「土曜日でよかった。チェックアウトは何時？」

「10時。下で朝飯食って帰るか」

「うん」

　円香はなにも気にしていない振りをして、また目を閉じた。本当は心も、身体もちくちく痛んでいた。










「倉橋、カフェの件だけど――」

「あっごめんちょっと忙しくて！　あとでメールしておいて！」

「お、おお」

　週明け、朝から忙しいのは事実だった。けれど円香の仕事の多くは敦人のサポートに割り振られている。大型プロジェクトのため、そちらに力を入れるように周りも助けてくれていた。だから時間がないわけはない。カフェ店舗もようやく決定し、部長や上層部から許可も得られた。本格的に話を進めなくてはいけない時だ。

　なのに円香は、敦人にどういう顔をしていいかわからず、朝から敦人から逃げていた。

　直後はよかった。一緒にホテルで朝食を食べ、そのまま解散をした。家に帰ってもう一度お風呂に入り疲れを癒す。店舗が決まってよかった、とほっとしながらも、ベッドの上で敦人にされたことばかり思い出すようになっていた。

　忘れようと言ったのは自分なのに、頭にこびりついて離れない。

　敦人の視線や手の熱さ、つながった時の感覚が。

「仕事しなくちゃいけないのに……最悪」

　自席に座りパソコンを開くと、敦人からメールが来ていた。資料が添付されている。先週カフェに行ったばかりだというのにもう企画書が出来上がっていた。敦人に負けないようにがんばろうと覚悟を決めていたのに何をやっていたんだろう。円香は添付資料を開き、事細かにチェックをしてから、敦人にメールを送った。






「……で、戻った？」

　円香が返信したメールをきっかけに、ようやく二人で打ち合わせをすることになった。本来であれば朝一でやるべきことが、夕方になってしまっていた。会議室に二人向き合って座っているだけでやっぱり少し意識してしまうが、もう逃げられない。

「ごめんなさい」

「お前のことだから、あの日のこと考えて気まずい～とか思ってたんだろ」

「……おっしゃる通りです」

　はぁ、と敦人は大きなため息を吐く。

「忘れようって言ったのは倉橋だし、俺もそうするつもりだから、余計なことは考えるな」

　まるで上司のように硬い口調で円香を責める。円香はうなだれ、こくこくとうなずくことしかできなかった。

「うん……」

「はいオッケー忘れよ。でもキスはする」

「どういうこと？」

　敦人は立ち上がり、円香の隣に立つ。

「それが約束だからです」

「……んっ」

　円香の顎をくいと持ち上げ、キスを落とす。忘れようと話したばかりなのに、こんなことをしたらまた思い出してしまうのに。

「約束って……」

　敦人はそう言うけれど、円香は覚えていない。それに、ただの「約束」で恋人でもない二人がキスをし続けるのもおかしい。もうこんな関係やめてもいいんじゃないか。そんな考えが頭をよぎるが、円香には口に出すことができなかった。

　それは「約束」というのを免罪符にしてキスを受け入れているからだ。他の人では考えられない行為なのに、敦人とならできる。それはもしかして、「キスが気持ちいい」だけではない気がしてならない。

　でもまだ、自分の気持ちを受け入れられない。

「キスはするけど避けるのはもうやめろよ。大人だろ」

「はい……」

　ぐるぐると考えているうちに敦人は真剣な目で円香に訴える。納得のいかない言葉にも、「大人だろ」と言われてしまうと円香は思わずうなずくしかなかった。

「よし、せっかく倉橋のおかげで店決まったんだから、ちゃんと打ち合わせするぞ」

　敦人はさっそく切り替えて、パソコンを開いて資料を壁へ投影させる。これはカフェの店長へ向けた資料だった。どうお店を変えたいか、提案するものだ。借りるとはいえ彼のお店のコンセプトは崩したくない。どうしたらプロジェクトのコンセプトとカフェを融合できるか敦人はしっかりと考えたみたいで、夢のある変化になっていた。

　突然切り替えられた話題でも、資料を見ると気持ちは仕事へ向く。未知のイベントに心が躍った。

「これなら店長も喜びそう」

「だろ？」

　自信満々に微笑む敦人と目が合って、円香は目をそらす。ただ目が合っただけなのに、学生の頃のように胸が鳴る。やっぱりまだ前のようには戻れなさそうだった。










「今日は当日の流れを説明させていただきますね」

「はいはい」

「準備は弊社と、食品メーカーの皆様が行います。もちろん店長は朝いつも通り準備をして開店していただいて……」

　円香は敦人と微妙な距離をとりながら、カフェの店長と話を進める。イベント期間にはこのカフェが一週間限定で、おもちゃカフェに変わる。準備は着々と進んでいるが、普段とは違う営業をしなければいけないので店舗を借りる店長とは入念な打ち合わせが必要だ。

　何度もしてきた打ち合わせも、今日が最後。明日の土曜日がイベント期間オープン日だ。店内の内装は変わり、かなり前からチラシやホームページで告知をしてもらった。おもちゃの発売日に合わせて動くのはなかなか大変だった。敦人と二人で資料を作成し、他部署とも連携してようやくここまで来た。

　楽しみだということもあるが、こうやってイベントを開催するのは初めてなので不安もあった。

「では、明日はよろしくお願いします」

「円香ちゃんたちも来るんだろ？」

「はい、もちろんです！」

　敦人は内装の最終確認をしているところだった。彼を探すと、目が合った。作業をしているかと思っていたのに、こちらを見ていたかのような視線だった。円香は動揺し、慌てて視線をそらす。

「オープンのお手伝いもさせていただきますので、大変かとは思いますがよろしくお願いします」

　円香は戸惑いながらも店長と話を続ける。一度気になってしまうと敦人の視線が気になって会話に集中できなくなっていた。「お互い忘れよう」と話したのに、たまに敦人はそういう視線を向けてくることがあった。様子を見ているだけではない、どこか熱のこもった視線。どうしてそんな目で見てくるんだろう。なにか悪いことをしている気分になってくる。

　円香たちは準備を手伝い、明日のオープンに向けて備えていた。店を出る頃には、外は真っ暗になっていた。

「ついに明日かあ」

「……楽しみだな」

　隣を歩く敦人を見上げると、めずらしく感傷に浸っていた。

「がんばろうね」

「もちろん。そのためには――」

「んっ！」

　敦人の唇が、円香の唇に重なる。

「ちょっと」

「願掛け」

「ばか」

　身体を重ねてから、一度もキス以上のことはしていなかった。仕事が忙しいというのもあったけれど、忘れようと話したにも関わらず、あの一線を越えてから二人の仲はぎくしゃくしているように感じていた。円香はもちろん、敦人もどこかよそよそしくなった。きっと後悔しているということだろう。円香はあの日の言葉通りに忘れることにしたかったけれど、それは心の奥にずっと残っていた。

　割り切ることができない。でもこの気持ちが恋なのかもまだわからない。ただ快楽に流されただけなのかもしれない。

　敦人のことは、仕事に対する姿勢は見直したし尊敬をしている部分もあるけれど――まだそれだけだ。










　カフェオープン当日。

　早朝から準備をしていると、10時オープンにも関わらず、店の外には人だかりができていた。

「嘘でしょ……」

　ある程度の集客は見込んでいたが、朝からここまでとは思わなかった。

「俺、列整理行ってくる」

「お願い」

　敦人が店外に出て、他の住民などに迷惑にならないようにばらばらになっていた列を整備し始める。苦情などが来てしまったらカフェにも迷惑がかかるし、おもちゃ自体の印象も悪くなってしまう。10時オープン予定だったところを９時半予定にずらし、急いで準備をした。店内の席数から考えても到底足りないし、おもちゃで遊んでもらうスペースを店内に用意しているので回転率は悪いだろう。

「とりあえず列は落ち着いたけど……これはやばそうだな」

「……時間制にする？　それか整理券を配布するとか」

「今さらだよな……一応時間制は考えておいて、オープンしよう」

「うん。店長よろしくお願いします」

「はいはい」

　店長はこの事態を把握していないのか、ゆるい返事だった。

「お待たせいたしました、予定より早くはなりますがオープンさせていただきます！」

　ドアを開けると、親子連れの人たちがどんどん店内へ入ってくる。席数は限られているので、もちろん待つ人もまだたくさんいた。

　今回は食品メーカーともコラボをしているのでメニューもいつもと違っている。子どもが喜びそうなメニューが多くなっていて、メニューを開くとお母さんや子どもたちがうれしそうに顔を綻ばせていたので安堵した。おもちゃスペースでは新作のおもちゃが並べられ、自由に遊べるようになっている。予定では食事をしながらも行き来できるようにしていたが、それだといつまでも席が空かなそうだ。

　店内の様子を見ながら敦人が円香に提案した。

「予定変更。食事を終えた人から遊べるようにしよう」

「そうだね、それがいいかも」

「初日から申し訳ありませんが、予想を超える混雑のため、お食事の終わった方から遊具スペースで遊べるようにさせていただきます。ぜひお食事を楽しんでおなかいっぱいになってから遊んでみてください」

　敦人がお客様に声をかけると、店内からはくすくすと笑い声が聞こえてきた。好意的な人たちでよかった。子どもたちは不服そうではあったが、遊びたいあまりにはやめに食べ終える子が多かった。

　遊具スペースでは親御さんへ食後の紅茶やコーヒーがサービスで配られる。

「うわあ、人増えてる」

　円香が窓から外を見ると、行列はさらに長くなっていた。店内には人がまだまだいるのでこれではかなり待たせてしまいそうだ。開店から１時間が経過しても、行列は長くなる一方だった。

　次第に、退屈そうにする子どもたちや親御さんも大変そうにしていて、帰ってしまう人も散見された。

「店長、ちょっとこれ借りていいですか？　絵本とおもちゃも！」

「はいはい、いいよ」

　さすがに店長も忙しさを感じているのか、いつもよりも慌てた様子だ。円香はトレイと絵本を持って、外に出た。

「お待たせしてしまい大変申し訳ございません。飲み物をサービスさせていただきます。それから店内の絵本やおもちゃもぜひ楽しんでくださいね」

　疲れが見えていた人たちに少しだが笑顔が見えた。全員に飲み物やメニューを配り、円香が手人形をつけて、子どもたちと一緒に遊んだ。しばらくすると徐々に列は進んでいき、列もかなり短くなっていた。

　店内に戻ると、中はまだ大盛況で忙しそうだった。敦人もウェイターをしながらおもちゃの説明や会計に忙しそうだ。今日は会社からも数人出てきてもらっているが、予想以上の集客にもっと人手が欲しくなった。

「ごめんね外に出てて。手伝うよ」

「ありがとな。明日から時間制の整理券配布にしよう」

「そうだね……子どもと一緒に行列は大変そう」

　おもちゃで遊んでもらう、ということだけではなく、子どもと一緒にいる親御さんのことをもっと考えるべきだった。明日への課題が大きい。

「まさかこんな大変なことになるとは」

「うれしい誤算だね」

「……まあな」

　敦人の手が伸びてきて、円香の頭を撫でる。

「おまえがいてよかった」

　微笑むと、敦人はすぐに遊具スペースへ戻って行った。円香は呆然と敦人の背中を見つめる。ライバルだと思っていた敦人に頭を撫でられて、きっと数ヶ月前だったら怒っていたところだろう。でも今はなぜか泣きそうになるほどうれしかった。

　彼の仕事に協力できたこと、役に立てたことが、こんなにうれしくなる日が来るとは思わなかった。

　泣きそうになるのをぐっと堪え、円香も遊具スペースで、子どもたちと遊びながらおもちゃを売り出した。






「一日目、お疲れ様でした」

「店長本当にありがとうございました。疲れたでしょう？」

「こんなに人が来てくれたのは初めてだったよ」

　店長の顔にもさすがに疲れが見える。でも彼は「子どもの笑顔が見られてうれしかった」とずっとにこにこしていた。

「明日への課題もありますので、いろいろと調整させてください」

「明日もお二人に任せるよ」

「ありがとうございます。よろしくお願いいたします」

　敦人が深く頭を下げたので、円香も同じようにお辞儀をした。

　店を出て歩き出すと、気が抜けたのか敦人は大きなため息を吐いた。

「……すげえ疲れたな」

「ほんと……」

「でも今日の反省をもとに明日の打ち合わせしようぜ」

　他の要員スタッフは明日もあるのではやめに帰ってもらって、敦人と二人残ってタクシーを捕まえた。

「じゃあうち来る？　ここから近いし」

「……」

　敦人が黙ってそう言った円香をじっと見つめる。

「誘ってる？」

「えっ、いや違う！　そういうことじゃなくて」

　敦人に指摘され、自分の発言を振り返ると確かに際どい発言だった。ただの同僚ならまだしも、一線を越えてしまっている二人だ。そんなつもりはなかったが、さすがに意識せざるを得ないことだろう。

「わかってるって。一回会社に戻ろう。いろいろと整理したい」

「……わかった」

　円香は恥ずかしくなりうつむいた。

「……家に来てほしかった？」

「ばか！」

　敦人とまたこうやって言い合える関係に戻っていたことに気づいて、安堵した。ぎくしゃくしたままだったら今後もやりづらいところだった。やっぱり敦人とは仕事のライバルとして――いや、仕事仲間として一緒にやっていくのがいいんだろう。敦人に対してはあまりいい態度をとっていなかったし、好かれている自覚はまるでない。今さら意識しても無駄だ。






　すぐに会社に戻り、二人きりで明日の対策会議だ。

「じゃあ明日は、整理券配布にして――」

　オープン初日の今日よりは人が少ないことを願いながらも対策は練っておいたほうがいい。今日のようになっては大変だ。来店時間の表示された整理券を配布して、店の前でじっと待ってもらうことはないように対策を取る。そのためにパソコンでささっと整理券を作って、切る作業を黙々とやっていた。一方で敦人はおもちゃの確保だ。売り上げが予想以上で、今日は在庫を切らしてしまった。その人たちには通販対応としたが、せっかく来店してくれた人たちに当日手渡すことが出来ないのは悔しかった。

　敦人が明日持っていく分を確保し、それから包装紙や袋も用意する。

「お疲れ。コーヒーいる？」

　敦人が疲れたように見えたので、円香は店長にもらっていたドリップコーヒーを淹れた。もうあとひと頑張りだ。

「お、ありがと」

「これ店長にもらったの。新作コーヒーだって」

「へえ……可愛がられてるなあ」

　含みのある言い方をした敦人は、円香をじっと見つめる。

「なあ円香」

「っ、な、なに急に」

　名前でなんて呼ばれ慣れていないので、どもってしまった。

「キスしていい？」

「……初めて聞いてきたね」

　今まではなんの断りもなくしてきたのに。

「いや一応、お伺いを立てておこうかな、と。で、いい？」

　正直なところ、二人きりになった時からずっと胸がどきどきと鳴っている。意識している自覚はあった。でもそれは身体を重ねてしまったからで、それ以上の理由はないと思っている。

「……今さらだよ」

　ただ、円香は敦人とキスをしたいと思っていた。敦人のキスはやさしくてあたたかくて、気持ちがいい。

「ん……」

　誰もいないオフィスで深く口付けを交わしていた。前までだったら抵抗や躊躇していたが、今は円香も求めていた。誰かに見られさえしなければずっとしていたいくらいだった。

　余韻を残してゆっくり離れていくと、敦人の指先が円香の唇を拭う。

「ありがと」

「なんでお礼……」

「さて、もうひと頑張りするかー終電までには帰ろうぜ」

「……」

　敦人はくるりと背を向けて、仕事に戻る。もう22時を回っているので急いで準備をしなければ明日がまた大変だ。でも円香はずっと敦人のことが気になっていた。唇に残った温度をいつまでも想っていた。










　一週間限定カフェは、順調に進み、大きな問題もなく大盛況に終わった。カフェの売り上げはもちろん、新作おもちゃの売れ行きもかなり良く、品切れが続出していた。話題性もあり毎日客足は途絶えることを知らなかった。カフェの場所も良かったのか、ターゲットとしていた親子連れが訪れやすいことで好評だった。

「本当にありがとうございました」

　円香と敦人は、片付け終わった後カフェの店長に頭を下げた。

「成功したのは店長のおかげです」

「円香ちゃんと芝崎くんが頑張ってくれたからだよ。たくさんの子どもたちの笑顔が見られて、天国にいる妻も喜んでると思う。こちらこそありがとう」

　店長は感極まっているようで、瞳を潤ませていた。仕事のために最適だとここのカフェを借りていたけれど、ここにしてよかった、店長でよかったと心の底から思った。

「またなにかあったら言ってよ」

「ありがとうございます。こちら新作の玩具ですが、ぜひ使ってください」

　店舗を借りた代金は会社として支払うとして、その他に、新商品のおもちゃをいくつかカフェに置いていくことにした。これからもきっとこの場所には子どもたちが遊びに来てくれるだろう。

「ありがとう。それにしても君たちいいコンビだね」

　店長はいつもの微笑みで敦人と円香を交互に見る。思いもよらぬことを言われて円香は隣に立つ敦人を見上げると、敦人はにこりと店長に微笑み返した。

「でしょう？」

「ちょ、ちょっと芝崎」

　なぜか自信満々の敦人のスーツを思わず握った。

「なんだよ、本当のことだろ？　店長さんも認めてくださってるんだし」

「……」

　円香は店長と敦人を交互に見る。店長はにこにこと穏やかな表情で、敦人は得意げな顔をしていた。円香は困惑しながらも、店長と敦人の言葉に心の奥が揺さぶられていた。






　次の日、朝からイベントが無事終了したことを部長に報告すると、部長はやたらとご機嫌だった。一週間のうちの一日だけカフェに顔を出したこともあって、盛況ぶりを実感しているのだろう。もちろん、数字の面でも。

「いや～よくやってくれた。いろんなところから問い合わせが来てるよ。食品メーカーさんも喜んでくれてるし、大成功だな。さすが芝崎くん！」

　敦人が褒められるのは当たり前のことだ。円香は隣にいていいのかと思うくらい部長の眼中になかった。

「いえ、倉橋のおかげです。良い店舗を見つけてくれて……」

「おーそうかそうか。倉橋くん、枕でもしたのか～？」

「……は？」

　部長がにやりと笑いながらようやく円香に視線を向けた。円香は思わず声を上げていた。まさかそんな言葉が出てくるとは思わなかった。褒められるとは思っていなかったけれど、冗談だとしても、さすがに黙っていられない。

「なに言っ……！」

「部長。それはどういうことでしょうか？」

　円香の言葉を遮り、敦人が円香の前に出る。部長から守るように、正面に立っている。円香には敦人の背中しか見えない。

「い、いや冗談だよ冗談。よくやってくれた二人とも！」

「……失礼します。報告書は後日提出いたします」

　敦人は硬い口調のまま円香の腕を引いた。見上げると、明らかに怒っていた。円香の変わりに怒ってくれているのだろうかと思うと、円香の怒りも収まっていく。自席に戻り、報告書を作り始める。敦人と分担して作成することになった。敦人は今日お礼回りをするらしく、すぐに外出だ。

「ごめん倉橋、あとよろしく」

「わかった。いってらっしゃい」

　敦人は名残惜しそうに何度も円香を見ながら、オフィスを出て行った。円香はふう、と息を吐いて報告書作成を始めた。長くなりそうだ、と店長にもらったドリップコーヒーを取り出した。






「戻りましたー」

　敦人が戻ってきたのは定時を過ぎた19時頃だった。汗だくになりながら戻ってくる。

「倉橋まだいたんだ」

「ん。もうすぐ帰る」

　さすがに連日残業で疲れているので、今日はなるべく早く帰って身体を休めたい。土日もイベントが行われたため、休むことができなかった。

「報告書どんな感じ？」

　敦人は円香の隣の空席に座り、パソコンの画面を覗いてくる。身体がくっついて敦人の体温が伝わってくる。

「……あと少しかな」

　神経が肩に集中してしまう。

「悪いな。俺も明日続き作るから」

　敦人の体温が離れていき、立ち上がろうとした時、円香は敦人のスーツを掴んだ。

「……芝崎、今朝はありがと」

「ああ……あれは俺が腹立ったし」

　芝崎は座り直して、不機嫌な表情になる。その顔を見て円香はなぜか安堵していた。一緒に怒ってくれる人がいるだけでこれほど安心するものなんだ。

「せっかく芝崎にチャンスもらって気合い入れてたのに、あんなこと言われてバカみたいだね」

　部長の言葉を思い出して、気持ちが沈んでしまった。仕事をしていれば忘れられたけれどふいに思い出してしまう。

「……お前さ、この会社辞めたら？　それか異動とか」

「っなによそれ。向いてないっていうの？」

　味方だったはずの敦人にそんなことを言われてしまったら、もう立ち直ることもできなくなってしまう。いつから自分はこんなに弱い人間になってしまったんだろう。いつからこんなに、敦人を頼りにするようになっていたんだろう。

　泣きそうになる顔を敦人の両手が包む。まっすぐ見つめてくる目は真剣そのものだった。

「そうじゃなくて、お前このままここにいたら不当な評価され続けるぞ。今までだって感じてたんじゃないか？　がんばってるのに評価されない、俺にばかり仕事を振る、って」

「……」

「あの部長の下で働いてたらきっとずっと同じだ。なら、他のメーカーに行ってもいいんじゃないか？　お前ならどこでもやっていける」

　これはきっと敦人の前向きな言葉だ。円香のことを思って助言してくれているんだということはわかる。部長のことも図星だった。このまま働いていても、今回のように敦人の手がなければ大きな企画も参加できなかっただろう。夢を叶えるなら職場を変えたほうがいい。薄々気づいていたことだ。

　でも今の円香にとっては、敦人の言葉に背中を押されることはなく、むしろ悲しいこととしか思えずに視界が歪んでいく。

「でも、芝崎がいなくちゃ意味ない」

　敦人の膝の上に手をついて、ぎゅっとこぶしを作った。

「芝崎がいるから、負けたくない、追いつかなくちゃってがんばれるのに」

　ぽろりと涙がこぼれ落ちた。

　どうしてこんなに悲しいのか、自分でも理解できていなかった。不当な評価を受けているなら会社を辞めるという選択肢もある。でも今の円香には考えられなかった。

「……なんだよそれ」

　見上げる敦人は、苦しそうな表情を見せた。

「んんっ！」

　頭を強く引き寄せられ、唇がぶつかった。円香は涙を流したまま強引に唇をこじ開けられて、咥内に舌がもぐり込んでくる。くちゅくちゅと濡れた音を響かせて、激しく咥内を舐られる。

「ぁ、ん」

　キスの合間に、甘い声が漏れる。

　円香は抵抗も忘れ敦人の胸に手を当て、スーツをぎゅっと握った。咥内を犯される激しいキスが続き、唇が離れる頃には、会社だというのに身体を弛緩させながら敦人になだれ込んでしまった。敦人はそのまま抱きしめ、頭をそっと撫でてくれていた。

「……なあそれ、俺のこと好きってこと？」

「え!?　ち、違うっ」

　敦人から思いもよらぬ言葉が出てきて、円香は慌てて敦人から身体を離し否定する。

「ほんとに？」

　瞳の奥を覗き込むような敦人の視線に円香はぴたりと止まる。慌てて否定したことを後悔するような、真剣な視線を向けられる。

「……」

　円香は何も言うことができない。うなずくことも首を振ることもできない。自分の気持ちに自信が持てない。敦人を想うこの気持ちは、同僚としての尊敬なのか、身体を重ねたことによる意識なのか――恋愛なのか。










　イベントは無事終了し、報告書作成も終わり通常業務に戻るようになった。敦人と同じ仕事をすることもなくなり、お互いがお互いの仕事を進める日常に戻る。

「俺が海外支部へ？」

　部長の傍に立ち話をしていた敦人の驚いた声が聞こえてきて、社内がざわついた。

「ああ。この前のイベントが評価されて、芝崎くんに海外支部に行くのはどうかと話があったんだ」

「……はあ……」

　二人の話を盗み聞きしているのは円香だけではなく、みんなチラチラと敦人のほうを見ながら仕事をしていた。

「どうだ？　いい話だろう」

　部長は自慢げに胸を反らしている。部下が出世してうれしいのだろう。

　前までの円香だったらきっと悔しくてしょうがなかった。また手柄を取られたと思っているところだった。でも今はそんな感情は無く、ただ敦人がいなくなってしまう、ということだけを考えていた。

「芝崎くんにとっていいチャンスだ。迷うなら明日までだぞ」

「……はい」

　円香の席からでは敦人の表情が見えず、どう思っているかわからない。それも円香の不安を煽った。






「倉橋お疲れ」

「……お疲れさま」

　いつものように残業をしていたら、敦人が円香の席に顔を出す。仕事で絡むことはなくなったとはいえ、毎日話をする時間はあった。というより敦人がいつも声をかけてくれる。そのたび円香は身構える。敦人に声をかけられる時は必ずキスをされるから。

　毎日その時間を待ち遠しく思うほどには、日々円香は敦人への気持ちを募らせていた。

「倉橋最近忙しそうじゃん」

　もう残っている人は円香だけになっていた。忙しいわけではなくて、忙しくしている、というのが実際のところだった。少し時間ができると敦人のことばかり考えてしまって仕事が手につかなくなる。それなら仕事を詰め込んで、考えないようにすればいい、という作戦だった。

「んー。がんばらなきゃって思って」

「えらいえらい」

「ちょっと、やめてよ」

　最近は頭を撫でてくることも増えていた。子どもじゃないんだから、と思いながらも、どこかくすぐったい。家にいたら一人で敦人のことばかり考えてしまうからと残業していたが、結局敦人と話すことになるなら意味がなかった。

「ねえ……行くの？　海外支部」

「んーああ……勉強のためにな。悔しいか？」

　敦人の表情にはからかいが含まれていた。

「悔しい悔しい。さすが芝崎」

「……なんだよそれ」

　敦人のノリに返したつもりが、彼は納得がいかなかったらしく険しい表情に変わる。

「俺が遠くに行ってもいいんだな」

　円香の隣に座った敦人は、円香を身体ごと無理やり振り向かせる。真正面から敦人の顔を見ることになってしまって、そっと視線を外した。

「……別に、私には関係ないもん」

「俺がいなくちゃ無理って言ったくせに」

　膝の上に乗った手に、敦人の大きな手が覆いかぶさる。手の甲を撫でられるとぞくぞくした。

「あ、あれは気のせいだった！　ライバルがいなくなってせいせいするし」

「あーそうですか。海外行くならもう約束は無効だな」

「……約束」

　そういえば、そんな話があった。怒涛の毎日ですっかり忘れていたけれど「約束」を思い出せないまま今に至る。

「お前やっぱり覚えてないんだろ？」

「……」

　円香はさすがに強がることもできずに黙り込む。

「教えてやろうか」

　うつむいていた顎の下に指を置かれて、上向かされる。まっすぐな視線と目が合った。

「毎日キスするって約束だよ」

「ん」

　ゆっくり近づいてきた敦人の顔は、そっと唇を重ねた。激しいものではなかった。唇を食みながら何度も角度を変えてくっつき、離れていく。円香は甘く長いキスを、目を閉じて受け入れていた。いや、むしろ円香も自分から敦人を求めていた。このままずっとこうしていたいと思ってしまうほど、気持ちがよかった。

　けれど無情にも敦人は離れていく。

「……これが、最後な」

　敦人の声はひどく寂しそうに響いた。










　次の日から、社内では敦人の話題で持ちきりだった。いったいどこからの情報なのか、敦人は海外支部に行くことが決定したらしい。

「芝崎、海外支部行くって？」

「すごいっすねえ芝崎さん」

　営業部内は今まで以上に忙しくなった。敦人が持っていた仕事を引き継ぐためだ。敦人はもちろん準備で忙しいらしく、毎日走り回っていた。引継ぎだけではなくお世話になった会社への挨拶回りでほとんど社内にはいない。いたとしても、忙しそうにしているので声をかける隙もなかった。

　円香も敦人の持っていた仕事をひとつ受け持つことになった。そのためミーティングをする時間はあった。二人きりの会議室はなかなか緊張していたが、あまりに敦人が普通なので円香もそうするしかなかった。

　大人だから、と突き放したのは自分なのに、いつまでも意識しているのも自分だった。

「倉橋、順調？」

　引継ぎのミーティングも終わり一息ついた。

「……うん、まあね。そっちは？」

「準備で忙しいな。じゃあ、あとよろしくな」

　敦人は時計を確認し、「次の会議だ」と言って慌てて席を立つ。円香は慌しい敦人を見ながら、いつもみたいにキスはしないの？　と考えてしまい、慌てて頭の中から打ち消した。あのキスを最後だと言っていたし、もうキスされることはないのだろう。そのことを寂しいと思っている自分がいた。






　忙しい日々はあっという間に過ぎ、敦人が日本を発つのは明日となってしまった。この二週間ほどは、怒涛の忙しさだった。

「芝崎さん、いってらっしゃい！」

　乾杯の音頭とともに、グラスがぶつかる音が聞こえてくる。営業部全員参加の、送別会だ。手軽な居酒屋のお座敷で、店内が騒がしいせいか、みんなも声を大きくして盛り上がっていた。

「俺送別会これで何個目だろ……」

「人気者っすね芝崎さんは～さあ飲んで飲んで！」

　芝崎のことを特に慕っていた後輩は、うれしそうな反面、寂しそうにしていた。円香は明日発ってしまう芝崎のことを眺めながら、お酒を飲み進めている。敦人が出世をすることは応援しているけれど、これほど悲しくなるなんて思わなかった。円香は、ちっとも寂しそうな顔を見せない敦人をキッと睨みながらお酒を飲み続けていた。

「ん～……」

　二時間ほどが経過した頃、さすがに飲みすぎたと壁に寄りかかっていると、意外な人物に声をかけられた。

「おいおい倉橋くん、飲みすぎてるんじゃないのか」

「……部長、大丈夫ですよ」

　さっきまでさんざん芝崎を褒め称えていた部長だ。

　枕営業をしたんじゃないのかと言われた日から、部長を見ると警戒するようになった。また何か言われるんじゃないかと愛想笑いだけを返す。隣に座った部長はお酒に酔っているのか赤い顔をしたままじろじろと円香を嘗め回すように見てくる。ぞっとして距離をとろうとしたところ、部長の手が伸びてきた。

「そういえば君はスカート履かないねえ」

「っ！」

　太腿を、部長の手が撫でる。

「芝崎くんがうらやましいんじゃないか？　倉橋くんもがんばってたからね……出世したいか？」

　いやらしい顔をして太腿を撫で続ける。円香は気持ちが悪くて、動けないでいた。逃げたいのに身体が固まってしまって動けない。その間にも部長はさらに距離を詰めてきて、にやにやと笑う。

「出世させてやろうか。そのかわり――」

「倉橋っ」

　名前を呼ばれその方向を見ると、敦人が必死な形相でこちらへ向かってきた。

「……あ」

　円香の太腿を撫でていた部長の手を取り、敦人はにこりと微笑む。

「部長、そろそろセクハラで訴えましょうか」

　敦人は口元をにっこりとさせているのに、目は鋭く光っている。座敷が静まり返り、部長の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

「な、なんだとっ」

「……冗談ですよ」

　掴んでいた部長の手を離し、にっこりと笑ったままだ。

「そ、そうか。最近はすぐセクハラだなんだの言われるから困ったよ」

　ははは、と大きなお腹を揺らしながら部長が笑う。敦人も笑っていたが、目は笑っていない。円香は敦人が助けてくれてほっとしていたが、手がわずかに震えていた。

「さ、さーて飲みなおすかなあ」

　部長はそろりと円香の隣から移動していった。変わりに、敦人が隣に座る。

「倉橋、少し休むか？」

　震える手を掴んでいても、震えが止まらない。部長にあんなことをされたのは初めてのことで、悔しさと悲しみがどっと襲ってくる。あのまま敦人が助けてくれなかったら、どうなっていたんだろう。

「倉橋。行こう」

「あっ」

　震える手を敦人に掴まれ、席を立った。足にもあまり力が入らないでいると「飲みすぎだろ倉橋」と言いながら敦人は身体を支えてくれた。

「すいません、気分悪くなった子がいて、ここ借りてもいいですか？」

　円香たちがいた場所から少し離れた座敷を指差し、敦人は店員に声をかけた。幸い店員は、他の客が来るまでなら、と快く貸してくれた。

　敦人と隣り合って座ると、敦人は円香の肩を抱いた。

「大丈夫か？」

「……ん……ごめん」

　くたりと敦人に身を預ける円香。お酒を飲みすぎたということもあるが、なにより部長にされたことで具合が悪くなってしまった。

「……だから仕事辞めろって言ったのに」

「なんで怒るの？」

「怒るだろそりゃ、お前にあんなことするなんて、アイツ……殴ってやりたいくらいだった」

「そんなことしちゃクビになっちゃうじゃん」

「いいよそんなの」

「だめでしょ！　せっかく掴んだチャンスなんだから！」

　円香は身体を起こし、敦人に掴みかかる勢いで訴える。

「お前酔ってるな……ていうか、俺のこと心配してる余裕あるのか？」

「……ごめん」

　再び敦人に身を預ける。

　騒がしい店内に、今二人いる場所だけが静まり返っていた。ざわざわとしていた心は敦人がいるおかげで落ち着いてきて、その代わりに心地がよすぎて眠気がおとずれていた。

「……円香、うち来ないか？」

　しばらくして、敦人がぽつりとつぶやく。

　円香は目をまるくして敦人を見上げた。

「俺もうあの席にいたくない」

「でも、芝崎の送別会なのに」

「じゃあ待ってて。謝ってくるから」

「あっ……」

　円香が何かを言う前に敦人は立ち上がり、円香を残して行ってしまった。少ししてから、円香たちが居たであろう座敷からは「え～」という大きな声が聞こえてきた。それから拍手も。

　拍手が止むと、またすぐに敦人が顔を出す。

「行こう」

　戻ってきた敦人は両手に大きな紙袋を持っていた。この日のために用意した送別品だった。部内のみんなで考えて選んだものだし、受け取るところを見たかったな……とぼんやり思いながらも、敦人に手を引かれて店を出た。






「ここ、俺ん家」

　タクシーに乗って、敦人の家に到着した。敦人の家に来てどうするつもりだろうと内心で自分に問いかけたが答えは出ない。

　敦人の部屋は高層マンションの15階にあった。入ると、想像していたよりも広い部屋に驚いてしまう。物が少ないせいだろうか。

「物、ないね」

「まあ明日から海外だし。必要最低限のものしかないけど、ベッドで寝てな」

「……うん」

　２ＤＫの部屋らしく、きちんと寝室は別にあった。入ると、ベッドはきちんと残されており、円香はグレーのシーツの上に寝転がる。

　ベッドに寝転び目を瞑りながら、ずっと敦人のことを考えていた。

　あんなにライバル視していた敦人とこんな仲になり、一緒に仕事をしていると安心するようになっていた。けれど二人きりでいると心は落ち着かずにざわざわすることも多い。変な感じだ。

　円香は、自分の気持ちに気づいていた。

　認めたくなくて否定し続けてきたけれど、怖かった時に傍にいてくれた敦人を見た時、自分の気持ちを認めざるを得なかった。でも伝えるには勇気がまだ足りない。だって、今までさんざん敦人のことをライバル視をしてきたのだ。同期なのに彼に対して好意的な態度を見せたこともなかったし、なんなら睨んだりしていた時だってあった。接する機会が増えて仕事で信頼するようになっても、身体を許しても、心は頑なだった。

　一度大人だからと突き放しておいて、今さら素直になることは難しかった。

「…………円香」

　敦人の声がして瞼を開くと、寝転がっている円香の手をベッドに縫い付け、見下ろす敦人の視線があった。

　敦人がなにを考えているのか探ろうとしてもわかるはずがない。ただ熱くわずかに潤んだ視線に釘付けになるばかりだ。手首は逃げられないように敦人の手がぎゅっと握っている。

　目の前にいるのは、円香のやりたい仕事を涼しい顔でこなしていく嫌なやつ。成績も良くてみんなから好かれている完璧な奴。一度、敦人にはきれいな彼女がいるという噂が流れたが彼は必死に否定をしていて、なぜかほっとした。仕事ができる敦人に、さらにきれいな彼女がいるという現実を受け入れられそうになかったからだ。それは嫌いだからだと思っていたし、今もそう思っていないこともない。

　そんな大嫌いな同期とどうしてこんなことになっているのか。キスをした時の感触をなんとなく思い返すと、こうなるのも仕方が無いと思った。

　最初はもっとしてみたいという興味本位と勢い。

　でも今は違う。

　敦人のまっすぐな目を見つめているうちに、「もう負けてもいい」と思った。

「芝崎、あのね、私」

　敦人を見上げながら口を開く。どんどん先へ進んで行ってしまう敦人を見ていたら、伝えずにはいられないくらいに想いが膨れ上がっていた。

「……待って」

　敦人は円香の口を、手でふさいだ。言わせてくれないのかと、じわりと涙が浮かぶ。

「泣くなって。俺が先」

　口から手が外され、その代わりに敦人の唇が落ちてくる。やさしく唇を撫でるようなキスだった。

「……円香、ずっと好きだった」

「……っ」

　円香は息を呑む。敦人の手が円香の頬を撫で、唇に愛おしそうにふれる。
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「お前が酔っ払ったあの日、チャンスだと思って利用した。キスだって、約束したのを円香が覚えてないのわかってて、毎日した」

　ちゅ、と音を立てて唇にふれる。

「それくらいずっと好きだった」

　円香の視界は涙で濡れていく。気になっても聞けなかった敦人の気持ちがようやくはっきりと伝わってくる。可愛くない態度ばかりとっていたから恋愛対象にはされていないだろう、きっと身体の関係だけだろうと思っていただけに、信じられない。

「い、いつから……」

「さあ。お前にライバル視され始めた時かな」

「けっこう前」

　もう何年も敦人のことをライバル視してきた自覚はある。それこそ入社してすぐだ。同期として一緒にやってきて、どんどん追い抜かれていくことが悔しかった。当時は、敦人にこんな気持ちを抱くなんて少しも思っていなかった。

「こいつ生意気だなって最初は思ったけど、俺に負けないようにがんばってるお前の姿見て、いつの間にか惹かれてた」

「全然気づかなかった……」

「お前は俺のことライバルとしてしか見てなかったから言わなかったけどなっ」

「ひゃ、やだっ」

　腰をくすぐられて、身を捩る。甘い雰囲気など台無しだ。抵抗してもくすぐられ続けて、円香の笑い声が敦人の部屋に響く。ひとしきり笑い疲れたあと、敦人はすぐに真剣な表情に戻り、キスをしてきた。

「俺のほうがとっくの昔から負けてんだよ、バカ」

「……なんだ、そうだったんだ」

　悩んで損した。

　自分の気持ちを否定してばかりで、もう疲れてしまった。

「だから最後までした時すげえうれしかったけど、すげえ後悔した。気持ち伝える前にしちまった、って」

　敦人は円香に覆いかぶさったまま、ゆっくり顔を近づける。唇がふれそうな距離に円香は動けない。

「なあ円香。俺のことどう思ってる？」

「……」

「ちゃんと言ってくれ。そうじゃなきゃ俺はもう手を出せない」

　敦人の真剣な表情に、円香は息を呑んだ。さっき言いかけた言葉を、唇で形作る。

「……好き、芝崎のことが好き」

　強張っていた敦人の表情が緩んだ。

「やっと観念したか」

「んんっ」

　すぐ近くにあった唇は、円香の唇に重なる。やさしく甘くくっついては離れ、唇を食む。促されるまま唇を薄く開くと、咥内に濡れた舌が入ってきた。丹念に咥内を舐られる。もどかしくて舌を差し出すがかわされてしまう。

「んっ、ん」

「待てって、ゆっくりしたい」

「……んぅ……」

　想いがつながったあとの初めてのキスだ。円香は、もっと敦人とくっついていたい。でも敦人は焦った様子で円香から距離を置く。

「普段負けず嫌いなくせにこういう時にすごい甘えてくるよな」

「……自分でも驚いてる」

　相手が敦人だということにも驚いているが、自分がこんなに人を求めるとは思っていなかった。恋人がいたのがもうずっと前で、忘れていただけだろうか。一度好きだと自覚すると、もっと欲しいと求めてしまう。

「まあ、そういうの可愛いけどな」

「あっ……」

　敦人の手が胸のふくらみにふれる。すぐに服の中に入ってきた手は、円香のお腹を撫でてからブラジャーをずらし、直接ふれてくる。服の上からうごめく敦人の手がいやらしい。

「んんぅ……ま、待って」

「今さら？」

「汗かいてるし、シャワー浴びたい……」

　仕事をして、飲み会に行って、いろんな匂いがついていそうだ。汗もかいているし、このまま抱かれるのは恥ずかしい。

「じゃあ一緒に入るか」

「え、ちょっとっ！」

　腕を引っ張られて起き上がると、腕を掴まれたままバスルームへと案内された。シャワーを浴びられるのは良いけれど、ご機嫌な敦人に嫌な予感しかしない。






「……なんでこんなことに」

「お前がシャワー浴びたいって言ったからだろ。俺も浴びたいし」

　円香は一糸纏わぬ姿でバスルームの中にいた。敦人も一緒だ。タオルで隠すことも許されず、手でなんとか身体を隠すが、隠し切れないでいた。敦人に背後から抱きしめられながら、シャワーを浴びていた。こんなのなにも意味がない。

「だからって、一緒に入らなくてもいいじゃない！」

「せっかく恋人になったんだから、いいだろ」

「こ、恋人っ」

「そうじゃないのか？　俺はそのつもりだったんだけど」

　確かに思いをつなげたけれど改めて「恋人」と言われると照れくさくなってしまう。あのライバルと、恋人だなんて信じられない。

「……別に、いい」

「それどっちの意味？」

　円香は顔を真っ赤にしながら声を上げた。

「恋人で、いい！」

「……素直じゃねえな」

　後ろから敦人の手が身体をまさぐる。一緒にシャワーを浴びているのではなく、バスルームで身体を重ねようとしているみたいだ。

「んっちょっと……」

「なんだ？」

　それに先ほどからお尻には敦人の熱がごりごりとぶつかってくる。バスルームに入ってたった数分しか経っていないのに敦人はもう昂ぶりを抑えられないみたいだ。

「当たってる……っ」

「好きな女と一緒にシャワー浴びてんだから、そりゃ反応するだろ」

　わざとこすりつけるように動く敦人の腰。彼の熱が中に入ってきたことを思い出して、身体がぞくりと震えた。

「洗ってやるよ」

「くすぐったいっ」

　ボディソープをつけた敦人の手が、円香の全身を撫でる。ぬるぬるとした感触に、いやらしいものを塗っているわけではないのに息が洩れる。両手が胸のふくらみを包んだ時、思わず腰を引いてしまったが、そうするとお尻に昂ぶった熱がぶつかり、逃げ場がなかった。

「芝崎っ」

「ん？　気持ちいい？」

「……っ、ぁ、あ」

　ぬるぬるとしたものが、胸の先端に塗りたくられる。ふれられて敏感に立ち上がっている先端を摘まれるとびくびくと小刻みに震える。大きな手は胸をすっぽりと覆い、敦人の手の中で形を変える。円香が息を乱していても敦人は容赦なく、手を下腹部にまで滑らせる。

「ひゃぅ」

　内腿を大きな手が撫でる。秘部にふれそうでふれないその手は、円香の欲望を煽っていく。一度その気になってしまったら期待しないわけがないのに敦人はなかなか中心にふれず、そのまわりばかりをくすぐるように責める。

「やだ、意地悪しないで」

「っ」

　焦らされるのは苦しい。円香は敦人を振り向いて涙目で訴えた。

「すぐ欲しくなるんだな、円香は」

「あぅっ！」

　秘部に敦人の手がふれるとくちゅりと音がした。

「こっち、さわってほしかった？」

　円香は我慢できず、うなずいていた。

「……円香可愛い」

「んっ！」

　秘部を開き、花芯を指先で弾く。びくんと身体が揺れ、お尻にふれている熱がこすれた。

「ナカはあとでさわってやるから」

「んんぅ」

　指先でやさしく花芯を弄られるたびに円香はびくびくと腰を痙攣させる。身体にうまく力が入らずに、敦人がいなければ崩れ落ちてしまいそうだ。円香は敦人に支えられながらも身悶えていた。円香が逃げようとしても敦人はそれを許してくれない。花芯をくりくりと転がしながら、円香の首筋にキスを落としていく。

「っ、もうだめ、あっ」

　ぬるついた指に花芯を挟まれると、思考が飛んでしまう。すぐに限界が来てしまう。

「ん、んぅ――っ！」

　ぎりぎりまで保っていたけれど、指先で押し潰されるようにされて、針が振り切れてしまった。

「ん……は、ぁ……もうだめ……芝崎」

　かろうじて立ったまま、敦人の胸に背中を預ける。お尻には高く反り返ったままの欲望がぶつかっていた。

「……なあそれやめない？」

「え？」

　円香は赤い顔で敦人を振り返った。

「敦人って呼んでよ。俺だって円香って呼んでるんだし」

「……」

　呼び捨てにしたのは敦人の勝手だ。円香も同じようにしなければいけないなんて思っていない。でも、期待するような眼差しで見つめられてしまったら――。

「あ、敦人？」

「っ、やば……興奮する」

　顎を掴まれ、強引に唇が重なった。エコーがかったバスルームに濡れた音が響く。舌を絡め吸い上げられると眩暈がした。バスルームの温度もあり、酸素が足りなくなってくる。

「あ……敦人……」

　ごくりと、喉が鳴る音が聞こえた。

「ベッド行こ。もう挿れたい」

　円香は、熱い敦人の眼差しに導かれるように足を進めていた。






　ぎしぎしとベッドが音を立てる。

「んっ、や、もうだめ」

　円香の足の間に顔を埋め、敦人は円香の秘部に舌を這わせていた。一度達して敏感になっているその場所は先ほどから何度も痙攣し、達している。しかし敦人は円香の足をしっかり掴んで離さない。秘部を開き、ぬかるんだ場所に舌を這わせ、舐める。隠れていた花芯に口付けると、円香は腰を反らす。何度達しただろう。敦人だってずっと欲望を滾らせたままなのに、なかなか先に進んでくれない。

「もう、やだ……はやく」

　円香は刺激を与えられ続けて、奥が疼いてしかたがない。舌でも指でも届かないところに敦人が欲しい。悔しいけれど、敦人の熱を求めていた。

「……なにが？」

　敦人が不敵に微笑む。円香が言いたいことをわかっている顔だ。また円香に言わせようとしているのはわかっていた。自分だって興奮しているくせに、円香にばかり求めさせる。

「んっ」

　先ほどからすでに視界にあった、反り返った熱を円香の蜜口に押しつける。わかっているくせに、と悔しくなる。でもそんなことをされたら円香はいつも弱い。強がることができなくなってしまう。

「……っ、お願い、敦人、いれて」

「うん。それが聞きたかった」

　敦人は額に汗を滲ませながら口角を上げた。昂ぶった熱を、円香の蜜口へと押し込んでいく。押し開かれる感覚は久しぶりだった。一度して以来、敦人とはしていない。

　ゆっくり入ってくると思っていた長く硬い熱が、一気に奥まで貫いた。

「あぁ――っ！」

　目の前が光を放った。何度も達していたからか、すぐに達するようになっているらしい。

「挿れただけでイッたのか？」

「ん、ぁ、……ぅ」

　ぴくぴくと小刻みに震えながら、涙が込み上げてきた。

「もう、やだぁ」

　恥ずかしくて涙が溢れる。目元を手でこすると、その手を敦人が掴んだ。

「おい泣くなって」

「意地悪ばっかり、ひどい」

　涙目のまま敦人を睨んだ。達しすぎて涙腺まで壊れてしまったみたいだ。ぽろぽろと涙が止まらない。

「悪い悪い。負けず嫌いな円香を組み敷いてるのがうれしくてさ」

「最低っ」

　瞼や目尻に労わるようなキスが落とされる。でもまだ許すことはできない。

「ン……その最低な男に惚れたの誰だよ」

「敦人だって、私のこと前から好きだったくせにっ」

「っ、うるさい」

　熱を中に埋めたまま停止していた敦人の腰が動き始める。

「あ、あぅ」

　ぐちゅり、と大きな水音が聞こえた。それだけ蜜が溢れている証拠だ。敦人が動くたびに淫らな音が響く。中はもう熟れきっていて、敦人の熱がこすれるだけで円香はまた達してしまいそうになる。

　見上げる敦人は必死な形相で円香を見つめている。きゅうと胸が苦しくなった。

「あっ敦人……っ」

「ん？　まだ、やめねえぞ」

　激しく腰を揺さぶりながら敦人も切羽詰った様子で円香を求め続ける。円香は、やめてほしいとは思っていない。ただどうしても伝えたくなっただけだ。

「……んっ、好き、敦人……好き」

「っ！」

「きゃっ、苦し……」

　内側で敦人の熱が膨れ上がった。一気に圧迫感が増してお腹が苦しくなる。ぞくぞくとしたものがせり上がり、荒く息を吐いた。

「っ、まずい……っ」

　敦人はびくんと大きく腰を揺らしてから、しばらく呻いていた。薄い膜越しに、欲望を放っているのがわかった。

「ハ、ぁ……」

　ぎらりと光る瞳が円香を見つめる。

「……くそ……」

　悔しそうに唇を噛み締めながら、熱を引き抜く。彼の熱はまだ硬さを保っていた。濡れている性器がいやらしい。

「円香、うつぶせになって」

「え……？」

　言われるままうつぶせになると、敦人の大きな手が腰を持ち上げた。彼にお尻を突き出す状態になる。双丘をやさしく撫でられて、再び熱が押し当てられる。

「こんな格好……っ」

「円香、好きだ」

　背中を撫でられながら、後ろから敦人の熱が今度はじっくりと、形を覚えさせるように入ってくる。

「あ、ぅ……っ」

「すげえ気持ちいい」

　敦人が熱く長い息を吐いた。

「今度はもっとたっぷり、気持ちよくしてやるから」

　全長を押し込まれると、円香の内側の、先ほどとはまた違った場所に熱がこすられ、嬌声を上げてしまった。奥にまで届いているのかぐりぐりと押し込まれると強い刺激に白い喉を反らした。ゆるゆると揺さぶられながらも奥を叩かれると刺激が走り、シーツをぎゅっとにぎる。手をつく力はなく、肘をベッドにつけたまま後ろから突き上げられる。

「んっ、あ、あ」

「円香……っ」

　濡れた音と肌がぶつかる音が響く。ゆっくりと出し入れをしていた熱は、次第に律動を速めていく。比例して敦人の荒い息が後ろから聞こえてきた。彼がどんな顔をしているのか気になったけれど、振り向く余裕などなかった。ベッドに胸をつぶされながら、後ろから貫かれる。

　余裕をなくしていく動きに円香は身体が熱くなってどうしようもなかった。余裕のあった敦人はもういない。それこそが円香の情欲を高ぶらせた。意地悪で、余裕もある敦人がめちゃくちゃに円香を求めている姿を見たい。見たいのに。

「ま、待って、敦人……っ」

「っ、ン……ぁ」

　突然円香が声を上げたからか、敦人は低く呻きながらも動きをゆるくした。

「顔、見たいの」

　つらい体勢のまま振り向くと、敦人の髪は汗で濡れていて、ぽたりと身体に落ちてきた。想像していたよりも必死な表情に胸が締め付けられる。

「……え」

「その顔、好き」

　苦しそうに眉根を寄せ、けれどどこか恍惚としている。薄くひらいた口からは熱い息が洩れている。頬は上気していて目も潤んでいる。たまに、本当にたまに見ることができる表情だ。数えるくらいしか見たことがないだろう。でも会社では絶対見せない表情。今ここで、円香にだけしか見せない表情。

「顔見て、したいよ」

「……わかった」

　敦人は息を乱しながらも熱くなっていた性器を抜き、円香を仰向けにする。円香に覆いかぶさり、ぴたりと抱き合う。どくどくと鼓動の音が聞こえてきた。

「円香」

　甘い声が円香の名前を呼ぶ。ようやく顔が見えたことにほっとして、円香は自ら敦人へ唇を寄せた。

「っ」

　敦人は目を見開いたあと、ふわりと微笑み、キスを返してくる。戯れのようなキスから深く唇を重ね、舌を絡める。

「ン……」

「あ、入って……」

　キスに夢中になっている間に、敦人の欲望が円香の中へと入ってくる。両足を大きく広げて抱え、敦人はさらにぴたりと腰を押しつける。

「苦しくないか？」

　円香がうなずくと、敦人は我慢しきれないように最初から激しく動き始める。動きに合わせて円香の声が洩れる。見上げると、見たいと思っていた敦人の顔が見えた。ふと目が合うと敦人は余裕のない表情で笑った。

「ッ、なんで今締まった？」

　敦人が眉根を寄せながら腰を揺らす。

「し、知らないっ」

　勝手に身体が反応してしまったらしい。それでも円香は恍惚とした表情を浮かべる敦人のことをじっと見つめていた。

「……なん、だよ」

　円香の視線に気づくと敦人は怪訝な視線を向けてくる。

「顔、見たいだけ」

「なんだよそれ、余裕じゃん」

　足を抱えていた敦人の手は、つながっている円香の秘部にふれる。濡れた花芯を、指先で弄る。

「あ、だめ、そこさわっちゃ……」

　円香が首を振っても、敦人は花芯を指の腹でやさしく撫で続ける。やさしい手つきのはずなのに、中をかき混ぜられながらふれられると、複数の刺激で円香は何も考えられなくなってしまう。

「円香、もっと乱れていいよ」

「はっ、あ、あ」

　情欲を浮かべた敦人の瞳はしっかりと円香を映している。視界がぶれながらも見つめ合いながら、感情が高まっていく。激しい突き上げに円香は高い嬌声を上げる。

「俺、もうイきそう……っ」

「私も……！」

　淫らな音を立てながら、激しく揺さぶられる。奥を貫かれて、目の奥が弾けた。同時に、敦人も低く呻き身を震わせていた。

「……ん、ハ……」

　荒い呼吸を整えていると、敦人の重みがのしかかる。円香の耳元ではぁ、と深い息を吐いた。

「……もう一回」

「えっ、もう無理」

　前もそうだったけれど、敦人は毎回、回数が多い。初めて最後までした日だって腰に力が入らなくなるまでしていた。

「しばらく会えないんだから。いいだろ？」

「……」

　そう言われてしまうと、円香も寂しさが押し寄せる。すでに身体はどこもかしこもじんじんと痺れている。けれど敦人が満足するまで、首を振ることはなかった。










　夜中にシャワーを浴びなおしてベッドに戻ると、敦人は眉間に皺を寄せてじっと円香を見ていた。

「やっぱりお前辞めるのナシな」

「最初から辞めるつもりなんかないけど……」

　辞めたほうがいいと敦人は何度も言っていたけれど、円香は辞める気などなかった。敦人に追いつくようにがんばってきたのだから、まだ結果を出せていないまま辞めるわけにはいかない。

「俺が上に立つ人間になるから、それまで我慢してがんばれよ」

「……」

　なんてかっこいいセリフだろう。ときめいてしまった。でも円香の負けず嫌いな部分がむくむくと顔を出す。

「まああの部長ならお前勝てそうだけどな」

「どういうことよっ」

　もう来週から会社に行っても敦人はいない。考えるだけで胸が苦しくなった。ライバルだと思っていたのに、敦人は円香よりもだいぶ先を歩いているんだ。

「ずるい。同期なのにいつも先行って」

「そりゃそうだろ。好きな女が近くにいるのにがんばらない男なんかいるかよ」

　そこまで言われてしまったら円香は黙るしかなかった。ベッドの中にいる敦人は、円香を手招きする。シャワーを浴びたばかりだけど、敦人の隣に寝転がった。半乾きの髪を敦人が撫でる。

「まあしばらく会えないけどな……電話はするから」

「……本当に行くの？」

「ん？」

　じわりじわりと、敦人が本当に離れていってしまうという実感が沸いてくる。せっかく敦人を追いかけてがんばってきたのにこれから何を目標にすればいいのだろう。いつまで待っていればいいのだろう。考えれば考えるほど途方に暮れてしまう。

「行かないで……」

　涙が溢れ、こぼれていた。

「お、おい、泣くなよ。一ヶ月の我慢だろ」

　鼻をすすり涙がひくまで待つ。敦人の言葉を頭の中で繰り返していた。

「……え？　一ヶ月？」

　起き上がって敦人の顔をまじまじと見る。

「やけに深刻な顔するなと思ったら……もしかして知らなかった？」

　一ヶ月？　てっきり海外支部へ異動だと思っていたので、もう二度と会えないのだろうと思い込んでいた。

「なによそれ早く言ってよ！」

「いや普通にメールで業務連絡いっただろ!?」

　メールは、見るのがつらくて目を通していなかった。どうりで敦人は全然寂しそうな顔をしないわけだ。送別会だって、楽しそうにしていた。

「一ヶ月なんて長期出張に行くみたいなものじゃない！」

「そうだよ出張研修だよ！」

「じゃあなんで送別会なんてやったの!?」

「知らねえよ！　いってらっしゃいの会だとか言ってたけど」

　全部、円香の勘違いだったのだ。脱力して、うつぶせになってベッドに倒れこむ。うつぶせになるとシーツからほのかに敦人の匂いがした。

「……嘘でしょ……あんなに悲しい思いしたのに……ばか」

「お前が勝手に勘違いしたんだろうが。あっち行くならこの家も誰かに貸すわ」

「……物少ないのは？」

「一ヶ月空けるんだからある程度きれいにしておきたいだろ」

「……はぁ……」

　円香が深いため息を吐くと、頭上からは敦人の笑い声が聞こえた。深刻になって損をした。

「ていうかそんなに悲しかったんだ？」

「……すごい悲しかった」

　安心したら本音が洩れていた。

「素直じゃん。よかった、お前の勘違いのおかげで気持ち聞けて」

「……もうっ……」

　頭をくしゃくしゃと撫でられる。

「好きだよ、その一直線なところ」

「……知らないっ」

「円香、好きだよ。……お前は？」

　円香は顔を上げて、ちらりと敦人を見る。

「帰ってきても、絶対負けないからね」

「好きとは言わないのかよ」

　敦人はやたらとうれしそうな顔で笑っている。

　ライバルだとずっと思っていた彼が、同じベッドで寝ているなんて不思議な話だ。こんな気持ちになることも、想像していなかった。きっかけはひどいものだったけれど、敦人のことを知っていくうちに惹かれていったのは間違いではない。仕事では負けたくないということは変わらないが、気持ちの形が変わった。にこにこと微笑んで見つめてくる敦人に、円香は小さく「好き」とつぶやいた。
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